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・1
、 本稿憾翼響拓泌撚諺ニプ州粛部，乏こぐに南東部めジ三キルキル地方を中心

畦治云1鰯初獅鯉臆鎌罐通とめ関係瞳点瀦い噸う’ものであ

るo　　　　　　　　　　　・　・　　tt　J一　　ご㌧・一、」一．　　「に：　　．ば一．

　論者は，地域別，産業別の鉄道の：特色を研究する竜花働㍉どく遮初期の，”すな

わち，産業革命後期のアメリカの鉄道の性格を朋らかにするたあに不可欠め

方法であると考えている。そのような意味からペンシルヴァニアの無煙炭鉄

道を取、り上げたいと考えて：いるカミ，資料の不足は言うに及ばず，専問的研究書

でも弐手し得ないものが多く、，・i’t’　’く．に℃h6stef政句d．－Jones，　The　Econbmic

：韓遡酌’o彊充θ朋冴硫’mz蜘㎝訂・Cα棚⑤．．1908こrやJdesエBogen，，The

4砿τ4ζ舵Rα砺oぱ∫．1927．1などの古典的研究も現ドるこ、と翁ミできず，体来め

研究は後目に延期し，今回はその準備段階としてテミシ、’ジョ←シズ，ハル

ツ1，．イアッエの研究の紹介によ，って背景の問題京を探る江とを目指した6．、

　その何れもが∴決して現荘紹介すべき遁ど新じい研究でば溶く，亮所に割

用されて‘いるもので，、亡吉に安武秀岳氏の：：「釆国運河建設期におげる反独

1占ヴ順謝二一⇔⇔レザ戸ア幹線蓮洞薩瞥あ暢凝沿」愛鱒雲実牽研『

鶉報麓纂纏瀬寧楠轍蕩欝停メ：筋資本旙と産業革劇瞬ら、弘
　　　　　　　　　　ぷ文堂たどほご筋の融液翻乾字響這秦褒を考識き融越渇カミろ論著



ril’（16　　「研究ノート」ペンシルヴァニア初期の石炭産業と交通

の場合ば種々の意味（前述の理由の外に，ペンシルヴァニア州はアメリカの資本主

義化の中心的な場所の一つであり，最後に見るようにそれを綜合的に明らかにするに

はかなり多方蹄ら嘩近劔要であるζと1わが国でアメリカの初期の石炭業に関

する研究が少ないこと，また各論者の持味をそのまま紹介することも意味なくはない

ということなど）からこれらを整理して，問題点を探ることに意味を見出す段

階であると考え，以下のようにまとめてみた。いつれにしても今後の研究の

礎石である。

1　初期（藏石炭の需要

○まずこ，の章ではジ石炭産業に対す：る需要の面からy南北戦争前の響シシル

ヴァニアQl石炭産業を概観して，その全体の発展，1とくに鉄工業との関係の

問題点を見る。

　ペンシルヴァニアの石炭産業ぽ，・『小規模には植民地時代がら見られたが，

重要な意味を持つようになるの：はユ820年頃からである6‘董812年め戦争開始に

．’
“－bて，・以前からの生産地であったザァージニア地域の石ぱ：イギリスか1ら

　　　ゆ
’の輸入が中絶したため。フィラデル7；a’アの石炭価格がユププシェジ汲∵25一ド

　　　　　　　　ゆ
Wに値上り七たが，この背景にはすでに数年前からリ←ハイ地域の無煙炭を

使用していたその地方の鍛治屋やワ河ラデルブ才プの圧延業者や針金製造業

者たちが，他の燃料の不足という現象もあウて，．’琴ンシルヴァきア産の石炭

　　　　　　　　　　　　　　　　　くめ
をその工場で使用していたという事実があったポじかし，以上の傾向が重要

な意味を持ち，人ロの増加に伴う家庭での使用；・炉や熔鉱炉の技術的改良に

：伴う使用，．製造業や交通業の蒸気機関における使用があい伴って。鄭20年ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5｝
ゐ以前より』まるかに大きな需要が生れ始め売。’ユ820年のセンサスには，ザァ

苧ジ干τ9ぷ海＄．石鱒⑰歪匹糠1熟インがランドやニエー≡タ悟工業

鰹｛蜘さ江でじ・たことヵ遡わ柄が1、20年代には懸障璽圧延エ場や木綿

謬で瓢齢鯉き娠麺；限峰まで噂婬ガプ趣戸㍗



　　　　　　　　　二顕究方ト」パン営・げ㌣ア初期の石炭産業罐通　、頚

rドρ・海頑炭願イ刎酬舎のew治匙鱈蜘魂咋一．似グ。

　ンドの大工場では無煙炭や歴青炭が登場しつつあ？た。ボストンのガラス工

場やカリコの捺染エ場，染色工場でも木炭に代って石炭が使用され始めたfl’

また・83！年にはフ・ラデルフ・アの90あ1るいはそれ以上の蒸気機関の三分の

二以上が石炭を使用し，1835年にはロード・アイランドの絹主場でも石炭が
　　　　　　　　くの
使用されていた。またこの間，のちの時期に比較すれば本格的ではなかった

　　ちゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

が，鉄鉱石の溶解にも広く利用され，’一’般に石炭の使用は当時の製造工業の

．搬をも・とも良く反映してし・たと言われ2．なお，のちにも触ぬよう

に，初期の石炭の需要には家庭用の需要がかなりの役割を果したようである

が，1その数量などの詳細は不明である。　・　　　　　　　，

－1．L石炭産業にたいしてali　bとも重要な意味を持つ鉄工業について，論者は専

欄随耽し寧らず痴分噸ずる翻も能力も持たない，しかしにれ

は5°年代峻の時期の諸問題か明てもb一と櫨要醐題であり，ζ拠は

鉄の研究の側から種々の見解があるが，之メリカにおける徒来の研究を整理

あ卿見解を示した比軸噺し・・ものと口，テき簗そ亮観てみ

1ようo；’・．　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

r　t’・

一一7　，gシは六東部で無煙炭のみが使用されたことを，供給の面と需要の面か

ら繰担いう態麟取る吐・璽年埜醐編繊生産にお・・て使用

された石蹴鯉助騨辮九ヴ；ニア州東部に存在し，鶴猷各

地に存在する均㍉．1その瞳期に重要であったのはアルゲニー山脈以西の西部ペ

ンシルヴ’アニ’アおよびメ・リーランドのものであった。1840年箭後から無煙炭

tiよる銑鉄の生産は急増し，アメリカ鉄工業協会Ame亘can丘on　Association

，が初めて統計を取った1854年には，無煙炭にょって生産される銑鉄は全体の

45パーセント以上を占め，渥青炭によるものが7．5パーセントを占めた。

（評の幽こつy’て噛一鯵賊毫鱗熟鰯林鮮竣鍵随う
匙σ寸〆：・・tt’L・Jて一・○㌻一〇・・ぷ～・㌧導・竺鴻“咋ごバ．巳ロニ・≡

后亡で・イ到ろで曝鈎カミらヨる娯鞭懸嬢のに・7・」額｛まな
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蘂㌔19世紀のものば爽体鉄工業者ゐ愚鈍さをその原因とし☆ジゴームス

M．スワンクのHゴ・鮒・f．　th・　・　Manuf・・t・・re・f　lr・n　in　4il　Ag・・，　1892’・「や

’ヴ才ク蓼一息：グラ⊆夕否蟻滅夕呼一Mand纐碗・泌ゐ・ひ励・∂・S加‡・・，

　計、産部門が薪しい技術を無視

　　　’し，とぐに精練部門たおい

　　　’そよりも溶解蔀門でその傾

　　　拘が著tかったのはなぜか

　　　・といち：問題が考えられる。

　　　1ごめこづめ問題は，1850年

　　’1洲申期童竈暴テル●と一二山

　　　脈越え匿鉄㊤着炭め大量運

　　　搬を行うことができず，西

　　　部の鉄工業が石炭を使用す

　　　ることを欲する場合は，歴

　　　青炭かコ≡クスしか使用す

　　　ることカミできず，また東部

　　　の鉄工業者と無煙炭との間
1，665

1；707　・にも洞’じ．関係があったた

鶯擬管濃驚
一2・’024　：簡題の鍵は，茜部め技術と

濃ア・雌済の醐鋤を
2・301　結びつけることであるが，

2’742　研究史をふり返ってもこめ

　　　　点を明確に論じたものは少



「畷ρcト」ベロ該ルヴァニア初期の石炭産業と交通　　1ρ

3　vols．1929．などは多くの原因を挙げて漠然としている。　F・W・タウシ

ッグは，そのT　aプIS　S・　HiSt．QrN　of　the　United　States，1898．で，1842年の関

税法が価格構造を変化させ，本来ならば無煙炭炉によって置き換えられてい

た古い木炭炉を存続させたとした。1929年にはルイス　C・ハンターが，ピ

ッツバーグの鉄工業についての古典的な論文The　Influence　of　the　Market

・p卯Te輌q面・th・1・・陣1・輌靭in　W…ern　P・㎎・ylvani・叩t・1860．

を発表し・石炭の存在・知識・交通などの供給の面からはコでクス銑鉄の生

産を妨げるものはなかったが，その需要の不足がその生産を不利ならしめた

のであって，それを決定したのはその市場構造であったとした。

　ハンターが扱ったのはピッツバーグ周辺で生産される鉄だけであったが，

当時の西部の鉄の需要は半製品的段階！棒鉄の状態で販売され，それを地方

の鍛治屋や農愚息身が最終製品瞬佳上げた。そ？場釦一費用魏．も鉄に加工

するこ占が容易であるこ．との方が重裏であ瓢なのであP，また種：タ．の用途に

使用されるため，どうしても良質の鉄が必要であった。そして，無煙炭がコ

ー クスよりも早く採用されたのは，無煙炭銑鉄がより木炭銑鉄に似ていた

か，あるいは騨の融の型が西部のそれと違。て・・たからであ。ぷ

　これらの考え方に対レ・テミン自身ぱそれらの問題を検討する前に当時

‘！？技術を検討し・生産費用の効果を確かめ，価格構造を検討する。1830年頃

の典型的な溶鉱炉はJ／縦横20フィート，高さ⑳フィートの石造で，内径はも

っとも広い所で9フィート，砂岩ないし石鹸岩で肉張りされ。、．その中で鉄鉱

石と木炭と石灰が混ぜられ，．燃焼されたが，空気は水力を，ときには蒸気機

関を動力・としたふいごで送られた。ア〆リカの熔鉱炉の最初の大きな変化

は，イギリ・スで坦28年頃始められた熱風炉の導入であった。これは，一度熱

せられたガスをざ新たに吹きこむ空気にふたたび混入して燃料を節綬すると

ゆ簡単なもので・、か劫繰鎮鄭・漠レ障れの醐が冬禦撫煙

炭炉の誕生と規を’一・VCしたため，重要な意味を持つものであρたが，同時

尾熱風炉のもたら嚢醐果とs無嚇剰舜の麹暴を分離して考察すること



i60　　干訴究ジ・二．1ド」ペジジノDヴデ三ア初期め宕炭産業’2：菱遍

を困歎馳ある輔漣硫讐ξ’t・・二∵㌧パゴ：㌍㍉：・
　1849年めフ・イラデルフィ’デにおげる鉄工業者たちの会議㌔集められた資料

の中に，木炭熔鉱炉を熱風炉の性質によって分類したものがある。それによ

れば，熱風炉を採用した新，古の会社のパーセンティジには変化がなく，熱

風装置は旧型の熔鉱炉にもきほど困難なく装置できたことが示されている。

しかし，ペンシルヴァニア州を地域別に見る場合にはかなりの相異が見られ「

る。それを三っの地域に別けて，東部，フィラデルフィアとビッツ・ミーグで

販売された良質の鉄を生産した山岳地帯，および残余の西部とすれば，1849

年疏二者の繊で半分以垣穣蹴炉力1熱蹴融蹴たが，最後あ地

域では5分の1の木炭熔鉱炉じがそれを使用してじ嵌かづた☆「

　これにば両地域の禾炭め性質の相異と，それに伴って使用される鉱石の性

質が異なることが考えられるが，より重要なのは，熱風炉が石炭を使用でき

た点であっ健。これは30年代から開発されていたが，ウェールズ出身のデヴ

ィッド・トマスによる1839年の成功が画期的となり，これはイギリスの技術

に依存した形でなされたが，送風エンジンの採用も発達した。

　1840年代には，このように無煙炭がかなり使舟されるttことになるが，木炭

の問題とともにラ渥青炭ゴークスがなぜ普及しなかったかという事情につい

ては，アルゲニー山脈の東西で違った種類の右炭（東部は無煙炭，西部は渥青炭）

が産出され，1850年代中期までは，‘ その間の大規模な輸送力覇ミ訂能であつた

点が重要であった。一木炭は両地方で産出され港が，両石炭はこあ時期に至る

までは無競争状態であうた8ハンターが指摘じたように，両石炭による銑鉄

の品質にぽ相異が存在し，歴青炭コークスによる銑鉄は不純の要素が大き

くン従って価格もより低廉であった6’American丘on　and　Steel　Association

の数字と，ハソターの使用した当時の新聞からの引用から；1840年代末から

50年代初期の平均値に，’；不明の蔀分は推量を茄吏て計算しためが第三表であ

魂　．∴㌔・・t－・’　一・ばバ心已　’・∴ジ．：㌧∵一“

そして，釆炭使用の熔鉱炉あ平均麟⑮ま約3励oooド挺励ジ蕪煙炭
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第2表・i8’ら6牽責繊産がら得られ蓋莉益”

トン当りの販売価格，

マイナス運送費’、

トシ当りの熔鉱炉宿格’

1漬遂沙滋，鉱石および

　　　　溶剤
　　　　燃　　　料

∴・　　・労　　賃
＾

一

∴一 購警幕
二．、二㌔→般費用’

∴『－　L－’ヤ｝－4rぺ　’・L：～i－’．．・，←・

利．潤二率’（指L’漂）㌻

　　　　　　　　　　　使用の熔鉱炉めそれは約5

　生　産　の　』型　　万5000ドルであった。しか

木・炭1纏炭1・一・スし識術醗展の結果揃

　　　　　　　　　　　者が一基当り年平均1，350
　＄30　　　＄28　　　　＄24

　　　　　　　　　　　トソの銑鉄を生産し得たの
　　5　　　5　　　5
　25　　23　　1g　：にたいして，後者は約3，800

　6　　　6　　　6　　下ンめ銑鉄を生産すること

　9　　　7　　　3　　ができた。これは木炭使用

　2　　　2　　　2　　の熔鉱炉において，1トン

　2　　　1　　　1　　を製造する投資額が約30ド

貴・一畜　蓋　ルであ・たのにたいして，

・．轟4：≡但ヤ1：∵4　・無煙炭使用め熔鉱炉は約15

ご印ぴll’”25¢：・㌣12日0・若ド泣じ癌要じなカ・ったこと

六・9．一・：v　’・．・∵一・’tt 　、・’・’一・を融きじ竃六；．∴

ご一方，現実には渥青炭コークス使用の熔鉱炉に比較して，無煙炭使用の熔

鉱炉がはるかに広く分布していたが，37年のメリーランド西部のラナコニン

グの熔鉱炉をぎつかけに，コd一クス使用の熔鉱炉も少数現われた。その生産

費用め点では，コークス使用熔鉱炉は木炭使用熔鉱炉にたいして無煙炭使用

の熔鉱炉と同じ関係にあったど推量されるll。

　この涙引と，・一般に南北戦争前の鉄工業者たちは，その使用燃料を木炭か

ら何れ赤の石炭に転換することによ6て夫いにその産出量を増加することが

できた。そして，産出鉄1トン当りの利益率ほ減小せず，個々の場合あ価格

低下は，『大体同じ程度の燃料費の低減で相殺することができたからジその資

本への収益は増大した。小規模な熔鉱炉慮，より力の弱い，温度の低い熔鉱

炉を使ったがら1より多くゐ燃料を消費じたδだヵ鯵～二石炭⑳使用薦蘂慈営

規模を拡大する他め新じ戯主夷を採廟ジな歯限克冴∬潤率ぽ底から亮ど考乏

られる。’それが1840華鏑庭旨4〆ズが採用寒れなカsつた理宙鰯ザ；ごイギ
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・ス暢合と違弧綱炉とか強鳩風㌣湯など繊術騨醐って
はじめてアメリカでρ石炭の使用は利益の大きいものとなった。

　しかし，現実には坦4q年代の鉄生産の拡張期に，東部でも西部でも無煙炭

のみが使用されたのはなぜか。現実には，第二表に挙げられた数字は少数の

例外的な場合であったらしい。ラナコニング熔鉱炉の場合は，高価な運搬費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
用が1841年にその経営を麻卑させてしまったし，マウント・サヴェッジおよ

びブラディズ・ベンドのそれは，使用石炭の質の低さのゆえに，高価に販売

しうる鉄は生産できず，自らの圧延工場で使用するものしか生産できなかっ

た・一オーヴ・’口拠・願・準のeesが・こり．よタな（随轡繊

という）自然的牽催華麿糞できないところに樹てられたかば謎である」とし

たpこれらの・x場がレ三ルを生産しょうとして失敗したのは，コークスを使

用するこ．との困難のゆえであり，マウント・サヴェッジ鉄工場は1847年に破

産して，ボストン商人J・M・フォーブスに買い取られ，ブラディズ・ベン

ド工場も47年に財政困難に陥ち入り，49年頃ボストン商人M・P・ソイヤー

　　　　　　　の手中に入った。第二表を中心とする計算は，大量の生産の反復，1トンに

っき6ドルの価格差，1トン3ドルのコeクスの価格が条件となっている

が，三の、うち煎二者は大体実状であったが，3番目のコrクスの価格カミ1ト

Z3ドルであったのはきわめて例外的であった。安価なユークスが一般的に

実現するのは，南北戦争後のコネルスヴィル地域ρ良質⑳コークスが大量に

生産される．ようになってからで，この地域のコテクみば1840年代初期に発見

された坑珊的には早急に噸用されず・その他の繊の劣質な石蹴

不純物を除くための適当な処置を必要としたが，これに関する知識はまだ充

分ではなかった。以上のような背景の元で，1トン6ドルの価格差にも拘ら

ず，・・コークスによる銑鉄生産が普及しなか⇔たのは，コークスが1ドン3ド

囎価鱈馴璽徽緋嫉鱗づ準・第亭卿捉ド卿コら
㌘麺櫛ちハシターの数字に従りたも＠である武応とえばフトーヴァーダ

宴曾数争離えば見□、騒ρユ留外を作る別鎚要な石炭を採堀するだけ
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　　　　　　　　　　　　　　ゆ
で1～2ドル要することになり，これを元に計算すればハンターの数字め三

倍以上になる。このことは，ハンターの数字が局地的なものであり，価格が

まだきわめて非弾力的であったことを示している。

　しかし，東部と西部の相違は価格だけからでは説明できない。現実には1

南北戦争前には東部では・．クス銑鉄は販売されなかった。しかし．無煙炭

鉄は1850年代にはピッツバニグまで輸出され，それはそめ都市でゴークス鉄

の酪ではなく，木炭銑搬剛価格で販売訊竃この・とは酒部でぽ

無煙炭鉄が木炭鉄と同じに考えられ，コークス鉄よりは上質めものであらだ

と考えられたことを示している’。ハンターの言ったように，両地域の需要の

性格カミ異っていたことも考えられるが，西部における木炭鉄と石炭鉄の価格

差は，その地域の石炭で作らオtた鉄の劣悪な性質のゆえであった。われわれ

はす鷲醐鰯賑舗鶴蹴の本純誹紬Wシ・げ。．ニアの
無煙炭鉄の相対的純粋ざど鋭ぐ対照をなじぞ蕊る追懇遷鵠摘じだが，主，の対

照の原因は生産技術や需要の性格の相異ではなく，当蒔知られてい克資源み

　　　　　　
相異であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　以上の傾向は50年代に変化するが，その要因となったのは東部からの競争

の増大，より良いコークスの発見安価な銑鉄の需要の増大の三点であっ

た。

〈・ 185奔にフ・ラデルフィ㎡アから・ピ・ッ・・一グに鉄猷蹴して，無痙炭鉄

がピッツバーグの市場に現われ，熱風送嵐機などの技術的改良とともに木炭

鋭ま減少し始めた・鉄道は二重の効果を持っ恒一っ緬部の経済翻戟す

ることによつて鉄製品の需要を増大せしめたことであり，今一つは東部あ鉄

を供給することによって，西蔀の鉄工業者に適合した鉄に対する需要を減少

させたことであ’った。西部の鉄工業者たちは，1東部あ鉄の流入の中で生産技

術を変化させ，その価格を切り・ごドげ穏けれ憾療夢なが参泡ば㌔8麟あ這盛

期から・南北戦争の勃発棄で垣時期⑳亘横鉄㊧鹸縫，淫め現象蚕工づめ結

果であった。そしで，浦繊漁後ρ事ネ霧羅繊職亘⑳亘質紗遮産⑳拡大が
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・も．う。’一’つの結果であ。謬ジ・『一・．…一…・㌻・　・．・

　初期の劣悪なコークスは，製造費を高めるか，あるいは鉄の品質を低下さ

せてその結果生産された鉄の価格を引き下げた。ところがコネルスヴィルの

段階では，銑鉄の品質は向上し，その価格も低下しなかった。南北戦争後の

鉄の価格は1874年以降利用できるが，この時期の鉄の価格構造は戦前めもの

とは全く異なり，戦前には木炭鉄がもっとも高価で，無煙炭鉄は（東部で）

10パーセント以下割引いて販売され，コークス銑鉄は約20パ，Tセント割引い

て販売され，さらに西部では無煙炭鉄は木炭鉄と同じ価格で販売されたの

が，」1874年；にはコ．三．4ろ銑鉄は無煙炭銑鉄と，同じ価格套し両者ともに木炭鉄

の20パーセ宣随ぽで販売され，まもなく両者は同じ項目で扱われるように

なった。・供給面から見る・と，両者が1850年から70年にかけて，同価格となっ

たことは，西部におけるコークス鉄の生産を刺戟することになった。交通の

容易化のもたらせた影響は，50年代には西部の木炭鉄の生産を阻止したこと

であったが，戦後の時期には，その地域の石炭資源を開発させることになっ

た。需要面から見ると，南北戦争後は無煙炭鉄とコークス鉄の品質の差が消

滅し，、アメリヵ経済の西漸に伴う鉄道レールの需要が増加するにつれて，コ

ー
ク．ス鉄と経済の発展は相互依存の閑係に入？た。　　、　　　．

　要約するに，1840年代にコークスが利用されなかったのは，無煙炭鉄がコ

ー
クス鉄よりも品質が上等であり，．価格構造がこれを相殺し得なかったから

であ？た。石炭鉄¢聾術が西部s拡大するのを阻止したのは，（バンターの指

撤兵う口醐嬬要緋が彰ていたからではなく・利肌得る原料

の技術的性格に決定された西部の供給条件であづた。この原料の不足は50年

代から繊聯め，三汐・ザ・ル炭田の開発によって両石炭間の価格差は

消滅し）一そのg、とが西部のレ．一ル鉄の需要の増大とともに，戦後のコークス

殴鰯撃纂連襲勘吹転準疹喰陸のであ⇔六ず≡治こ》一∴・∵’○∴・

三叉忘叉の考湊方は以上の鑑り違，禰纏炭対潅青炭の問題を供給面一主ど

し難◎場合使用す呑石炭の品質と苛れがら結果ずゐ製品鉄の性質≡÷が



　　　　　　　　　　癖究ノ巳口’ベジ夢元諺ジごプ初期の石炭産業ε菱蓮　iξ6

獅繊轟戦1・：・ジ・二縞矯麺櫛議簾の対
象9頒樋なる・従・て理論的には≒．もかも事実の上で嗣者頗向

か．ら対立しているとは言えず，今のところわれわれは両者の見解を併せたも

のをも『って・当時のア・・加聖融め発勤臓説蛭・とも可能

であるが・とΩ好噸麺1i的畷興論で縫編究の
上に立？比較的新レい研究であるテミンの研究にまうて，ご無煙炭にたいする

鉄工業の需要の発達の概観を得るこ・とで止めよう。　　　　　　　・「

注（1）ヴァージ三アの石炭は，そのころバルティモアからボストンの地域に分配され

　　　国入瀕の大部分を供給して・・た・・84・年にはぺγシルのニアに拠・、で二位と

　　　な・た・U・　S・C・h・u・：　・84・・C・mp・rdinm…359・Q・頑i・Clallk，、轟卿

　　　゜∫屹・蹴娠・加ひ8・・V・1・1・P・331・　　＿　　、，．

　　（2）窪乎醐入駄18唾以前CIミ8・・9！°°ぽS・y減8⌒・㎡4w｛興16・

　　～163・・gti°t趣9紅L幻・・ピ・旦i・．1：担壬熱以郷2；年憩Ψ・・

　　　ろS…D・・：71・　62hd　’c・n・…tsess・…36・ζ過；桓嚥、i灘∫P諏

　　．？ぎの1°綱は35・・・・・・・・…85・・…年にかけ砥235，◎0δ＋・ジ漣江。

　　6励＝・励掘9吻・晦・rt・，・85a～・860．　q・。・ed　i・C1泣k：0迦。　P．331．

　｛3）Joseph　Herzog・Ma．nascript　Letter　Book，　May　1，1813．　quoted　in　Clark，　op．

　　　　cit．“p．331．

　㈲Bi・h・P・　J・・L…A・HiSt・ry・f　Am・riean　’　Marmfadwrtis　fibin’　16b8．．V・1．’皿．P．

11L7・　1．85・Sw・nk・　」・M・・Hi…ry。価・M拠拠…τ．ヱ・・∂壱⇒Z　A⊆・・、

　　1892・PP・475～476・U・　S・C・n・us・・8…　M…f・・t・・e9・　・J＃　・　9・・剛⑭

　　　op．《㎡ム，　p．331．

（5！嘩・匂亘ち岬・：　　　　．．　『．，－∴幽1’．T
’幽

1㈲NiidS’．Re・i・・一・）’　XXXm；　il　s7；’N・v・・3，・827．4…ed・’i・Cia・k；・P．　crlt．，，p．　332．

（7）Mac　Lane，　Report・n　ManufactUres、エ．38．

　　〈8）　Ibid，工，122；162．

一 ｛P）跳鵠欄麟舞璽：灘轡㊥旭
⑩イギリスほど龍ないtlC　tて9・’　’）・リカでも枝魂齢硫融φ培な

　　条件であ・たが・微による鰍その可雛溶解性のゆ江鈷舞具
　　農業用具などとくに当時のアメリ，）p，の農N，市場が要求レたも『めに合致しそいた

　　こと，鍛治屋や農民によっても容易に加tし得たという技術的要因∂ミ；木炭使用
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講端鰯購舞叢漬鵡霧讐：三凝黙謄・



　　　　　　　　；醗究弊簡索楊）・サ予⇔醐あ鹸鱗謬垣纈、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オお
勺塾逗繊AS蹄・・f！・あ6端這蜘鍋・醐蹴嚇鱒鱗き・嬢鯨

T㎝i・ジP・76・　　一・．　　＿一、’二・・三・IW・σ：・ロ

認臨1琴：1⊇7Q～71i，’・・一・：噺濾1ニー二一

φ疵，P．’78～79．　　9L□：こ∴’∵☆’ゴご・・∵・’、
　　　　　　　　　　　　　　　　∴・∵∫’・・パで響じ，で・；

　　一　・・一・酒紺遣以箭む宕衰麗漂三’室1一冷恒㌻．・・

　初期の右炭産業は，右炭が重’〈，藁ばる葡富そあら発と芝ふち，’交蓮とあ

融はきわめて重要であっ描鉄道以前竣通学段は，渤咬濫翻継

であるが，前述のような石炭消費増加め傾向ととも’に，－i93「o　lt代半ばまで

繊の主要な漸組輸形成翫た。本章では主どじて垣五6吋碗e，∴カ，

遍疏磁滅翻毬議滋。ヵ協誕三洗滅’s磁Sp嚇’ll6Mle　－h、臓、

ザぬ・4均∂磁鋤元議げ泌議ジ滋ジ鰯・砂．ユ髄．’一によ一6．t，

主として地理的に，その発展を辿る。kソジうレ珍テ三ア洞あ菖炭通歳地は，tt

北策部の無煙炭地域と，西部のピッツバ．グ，コネルスヴィル地域の擾青炭

地域に別れ，無煙炭地域は北東部の五州にわたり，4つの地域に分かれる。

そめ第1は，北方乃至ワイ牙ミング炭油で，ラォレズト・シテzかちシッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　 　　　　　、　

‘

吻・シテZまで拡がり，縦巾ららヤイル，最大横巾：6マイルの176平方マイル

め炭田で，その主要都市ほンミール，スクラジトシなどであめ，第2は東甲部

炭田で〉面積33平方マイル，中心都市はハズル1トシであったb第きは茜申蔀

炭田で広きは94平方々’kル’p東方のマハノイ炭田と西方のシャ主キシ炭田た

別れラ主婆都市はシェナンドア，マホ三イ・シテ’；，ナシュランド，マウシ

・’ト・カニヌル，シャモキシなどであった。第4は南蔀のシat’ル斗ル炭由

で，広きはB坪方々イル，ソニハイ洵め々ウチ・チャン）からサスケバナ

河め紗フ・シに至る地嫌・一｛頚編・孝ま馬ツ恒ルとタヤク；ア遜っ
　ゆ　
売も・・ 　’“□い’二∵”t’t1　t；‘’∫　1∴∴　・tt　1．1　，1．一’．

　七がt，通商め面かち見る老亀・勃期お蕪煙炭重域欧主らの地域庭分類蓉
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　　（a｝1’・tt

れ轟。1£そ姐頚イォミング地域と1リーぐイ弛域とシ，ユキルキル地域で，第1

のワイオミング乃至北方地域は通商の面からバーニス炭田を含み第2のIJ

一ハイ地域は上述の地域の他に，マウチ・チャンクからタVクァに拡がるパ

ンサー・クリーク盆地と言われる地域を含み，第3のシュキルキル地域はタ

マクア以西のシュキルキル盆地の大部分と西中部地域を含んだ。

　そのうちもっとも早く発展1←たのはワイォミング地域℃最初に1762年に

サスケハナ河周辺で発見されて以来，小規模な産出が続けられるが，1807年

に琴・：て・、コネテ・カ・・トから級したアピ芦所ミスが75ごづ一の

岬繊ひて組獅媛嘩姻頚鱈ま翼妙ヴバζ輝ン恒
テ聖琴鮮鷺へ1・難邸賭の他瞭鰺醐し嫡た・その・q6す
呈堅無煙章は熔鉱炉や鍛治場で利用されていたヵSそれはとくに運搬の困難

誉牟ら地域的に限定されてYNた。運搬は約60トンを積載する箱船によつて行

オ？れたが，3隻　Qうち1隻は途中で沈没するか，急流で摩礁する有様であ？

た。それにも拘らず，スミス兄弟は1820年に至る十数年間，年間．4～500ト

㍗繊計スグナ河下流繊バル㍉モア・二・，7ヨニク調航

た。．、＼1－『　　　　一．　＿．

　また18！2年に，、若いフィ、ラデルフィアの商人ヴィリァム・ヴルツが，ヵ7

ボンデ三ル周辺の炭田を購入し・数年後からラカワカソン河？Jデラウェア河

経由でフゴー7r　t“ルフィァへ出荷を始めるが，カーボ》でデールからラカクカソ

ン河までの運賃が1h　r／　2．．50ドルも要しfc・9ともあって，・ヴルツ兄弟はフx

タデル74アよりもテ．ユーヨ’r　2一へ出荷する方が有利と考え，1822年にかれ

らはその炭田とハドソγ河とを鉄道と運河で結ぶことを考え，1823年にモー

リス・ヴルツはラカ．ワQソン河の航行を改良する権限をペンシルヴァニア州：

　　　　　　　　くゆ
法によって与えられ，、また同年デラgエア・アン．ド・ノ＞1ドソン運河会社が，

ブ乏ウ手字河ならz埠Zン河まで運壇霧毅すQ権限を≡ぷ三ヨー一　4州によ

って与えられ，当社はモーリス・ヴルツのラカワカソン河を改良する権利を
．／t　　　　　　　　　　 knl

撫襲鯉薄麩鞠鰻齪蕪えられた・．ま転◇シルヴ戸ア
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州の炭田を獲得する権限がちデラウ三が漂ンド・・ッ〈「：ドソン運河会揺ゐ特許

状とともに，ペンシルヴァ三ア州の法令によらて与えられた。当時の運河建

設熱の機運も手伝って当社は1825年，150方ドンレめ株式を容易に買却すると
　　　　　くの

．とができ，1829年にはカーボンデ“ルからホネスデールに至る6マイー＞vの鉄

道とホネスデールからxsドソシ洞のラ．シドウに至る107マイルの運河が230万

　　　　　　　　　　　　　くの
5，・599ドルの費用で完成され，その年に7，0001トンの石炭ががドソン河経由で

≒ξうざデ汐に運搬された。1830年代前半には年間平均10万トンの石炭が運

搬さ旭ごとになり，似後発展を続騰ことになっ幾一　tt　：t、

　　リーハイ地域でば，1791年たマウチ”’チャンクの近くで石炭が発見され，’

翌年フィラデルフィアの著名な資産家ロバート・モリスらがリー・’〉・イ・コー

イ・烈ン熊麺・綱万一・：，の炭田嫌入ぷ翌年には・一

禰糎鞍騨麺鶴奮炭を運搬るご酬画さぷ
もっとも近い市場であるラ．イ、ラデルラ堵塚恒400マイン彦離れており・，当時の

石炭価格が炭田で1～2ドルであったが，・市場では10～20ドルとなり，・蓮搬

費用が価格の90パーセントを占める有様では，イギリスからの輸入石炭やヴ

ァTジニア産の石炭との競争は不可能であった。かくて，この地方の炭田は

米蝉争中などを除いて発展しない・ζi・・7年に，シ・キルキル地方のジ・

シア・ホワイトとアーズキン・ハザードがマウチ・チャンク周辺で広大な炭

田を購入し・1818午にリー・・イ・・一・レ1マイ絵社の土地を20年契練借

り受け，議会にり一ハイ河の改良の許可を求め，その権利を得た。そして，

リニハイ河の改良のためのリ・一’7・イ・ネピゲ＿ション会社が5万ドルの資金

で，石炭発堀のためのリーハイ・コール会社が5万5，000ドルの資金でその

年に設立された。しかし渇水期には航行が不能となり，冬期は氷結するなど

一

運輸は能率的ではなかったが，”1822年にはリニハ“イ・コール・アンド：ネビ

ゲニション会社カミ新設されて計画を進捗させダ26年には，出荷量は約3万

・；…ト没達巨繰薩磨見込甑獄毅なつ織癖に噸坑か
ら河：までの運搬が鉄道庭上らそ行われるこどにな一り，’木材が漸時示足し始め



F1160　想臓㍗呈トコ：べ助鞭kヴ∀声ひ初期の石炭産業ど堅通

預端卿窺ぬ勲レキ｝・端域でよ撞氷くSl・鵡輌）・’航行が可能であ

ったこども刺戟となりて，’マウヂ・チ・ヤンクか・らイ・一ス’トンに至る46イマル

のり一ごイ運河カミェ829年に完成し江。この改良は，1リ≡ハイ河カミデラウェア

1河に流入した地点であつたイ・一一；」7S．，　・：トンまでであっVeので；その後プィラデル

フ1イアまでのデラウ・エァ河の改良が次の課題となったolその結果，1デラヴェ

ア’・デ碗ザィジ・ヨン運河やモ｛リ啄：運河が30年代に発達した。以上のよう’なリ

t一ハイ．・・コrルごアツード1・ネビゲ⊆シ∀酩会社を中心とする交通改良の結

果，石炭輸送は1820年には1，000ドソを越え，，詔裂年に！はユ0万6，・QOOIトソに達し

tg。（これは34年は別としてit当時のワイオ：ミ当グ地域頃窪産量七壕と表ど同量であっ

　　第3表．シ頭λヒキ形」．ピハちし必イ（オぎ労微滅がらの無煙炭搬出量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（182（レ∨1913，ロング・トン）
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売、漱に述壱シ’。’キ・レキル地灘含あだ・3繊昧炭搬出量の増加は第

三3表の通り1である。　　　　　　’　　　e　　一　　　　　　　’

　西中蔀として知られるシ三キルキル地域の石炭の存在は1770年頃から知ら

れていたが，1815年にシュキルキル・ネピゲーショシ会社が州議会の特許を
　　　ゆゆ
受けた。ワイオミソ’6地域やリ≡ハイ地域と違って，この会社の場合は元来

“」ユキルギル渓谷の農業s’　：’木材製品を運搬する亡とと；西部・との連絡を主目

標とLゴ石炭輸送盲体はさほど重要と考えられてい法ふちたδそれは25年｝と

完成したが，その年には6，000トンの貨物が運搬された6’予想に反して；そ

の大部分は無煙炭であり，25年には全体の60パーセントを占め，その比率は

初後さらに増大しぷ・834⇔・シ。キルキル翻は・・万・ン以上を餓

し，その収益崎べてシ。キルキル・ネビゲーシ。ン会社に入ダ・842・P？e

フィラデルフ元ア・リーディーング鉄道が開通するまではこの地方の石炭輸送

を独占した。そし二d834年には；∫全無煙炭の市場へあ出荷の約3分の2がこ

の地方からなされぷ・の地芳・・より急迦発展’W－”ts因としては，その土

地め表土が浅く，しばしば露出していて発掘が容易であ6たこと，当初運河

建設ヵミ右炭輸送を目標として行われなかったこともあって，蓮淘会社hig運河

の発掘自体には参加ぜず，蓮搬のみを業務としたため）it運搬が低廉で独立の

経営者が多数発掘た参加しえたととカミ考えられる。ウイt’オミシグ地域では，

デラウェア↓アンド・一ハドソン会社が市場獲得を目的差じぞ建設されたもの

であら’た上，一土地の表面が平担でな」く，普通水位1芸り下め発掘が要求され

た6リLハイ地域では，リf一ハイ’・’■コール1デンド∵ネヴィゲニショシ会社

め独占的高運賃が明らかにその発展を阻害じた6・iシざキルキル地域は以上の

ような阻害条件を持たなかつたたあに，、．1’83，3年にはシュキルキル運河に依存

する石炭会社ヵ・47翻おぷ初働発展も㊥二地域に鵡先んずる，ごと

になったd・ご　・～一・’一・．一・LT－・・二・ぷ∈、∨　　　・t－・’い・…　　，：／4．・、．三∴、

ご治ラデル労アど露ゴク瀦婁暢どじぴ齢第議湖助る
よ参た全石炭搬田量磁溺洋がら菊準庭がげて3倍花じ；続ぜ西年蘭睦4倍



逸　．嘩聖一．ト」ざンW巨ニア初期妬炭産搬纈

鑑し澹ρそし略眞接に鱗屍：田運銅では壌恒ちが，柔れを取り港一く形とな

ったユニオン運河，サスケハナ・アンド・タイドウォーター運河，チ，＝サピ

Tク・アンド・デラウェア運河などが石炭運搬に重要な役割を果すようにな

尻東海岸’一・一：帯にその需要は増加：、三ユーヨーク，フィラデルフ’イァを中

心として密な運河組織が形成され，その後の石炭輸送はそれらの競争のなか

で有利かつ安価に行いうる状態が生れた。す癒わち，1820年代末以来，無煙

炭はペンシルヴァニァ州の主要輸出品となうたが，ラカワナ地方の石炭の大

部分はデラウェア・アン・ド：一ハドソン運河によって直接ニュニヨークへ勲

き，近くのリーハイ炭田からは泣リス運河経由璽同じ市場今到達した戚匡た

；？i　”一・・イ地勘鱒曝㌍㍗デダば轡運河た靭て墳の無煙炭

がニューヨTクへ向ったヵミ，これはデラウェア’一ラリタン運河にょるか，E

イ岬を廻る外洋船によった。

　シュキルキル地方からの無煙炭は，シュキルキル・ネビゲーシーpン運河も

しくはリーディング鉄道によってデラウェァ河流域に到着した。そレてその

多くは洋上をiユ7ヨ””クへ運ばれたが，デヲlorエァ“一アンド∴ラリタン運

河は洋上航海と運賃競争をすることによってζの通商のかな；の部分を獲得

　　　　　　　　わ
すること炉できた。こ．のよう．tla　・一炭田地域を出た市場圏では多くの水系路が

互いに競争し合って・東海岸地方滞におよぶ交通網を形成していた。・

　この間，過剰生産の傾向も現むれ，とくにシュキルキル地域では数多くの

石炭会社が設立され，，これちは頁炭発掘を必ずしも牽要な目的とはせず，そ

の株式を販売するζとによって炭田を処分する傾向があったため，それは高

賃金を支払し・・．，無計画に炭田を開発i”，投機的雰囲気が高潮する，とそれを売

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
：り払って狸立経営者に不利な状態を作りだすとし、う非難が現われた。また他

の地方では，交通と鉱業の特権の結び付きに対する強い反対が現われジとく

にデラゥェァ・アンド・ハ．Flソン会社とリーハイ・コール・アンド・ネヴa

ゲーシ日シ会社は数壬エニカ7の炭甲を封鎖してしまい○くに後者は法外な

運章を課し蚤独套経営者が市場畷争すゐ1⊆とを娠煕○鉱夫たちに会社の



　　　　　　　　　．極窒ノぎ：担ヂ曽汐じグ7ニア初拠ρ限産警と蚕逼　三響

鰭吟鰺途誓庭鴨な鱗珊鱗膨みオゑ砕熟鱗縞鎮
として非難さ・れた。

　　これらの非難に対し，Sンシルザァェア州議会は1833年に調査委員今を任

命し，その結果34年にパッカー報告が呈示される、が，・そQ内容は当時の世論

娠映して・搬責任会社は雑として有益であり撫鞭の使肋導双
．おピて主琴な役割を果し，．合理的な価格で石炭を規則的に供給す6こ，4を可

能姉・し触け挺も・個人経営を棚しえないときだけ・磐う絵社組

獅使用することが望ま亘とぬそして消時は臥的財産が劫に存

在す・から・鱗は臥鱗の舳かつ束縛さ嫡防興開放塾る㌣

随るとした・会社の特櫛泌要であ砂どうか酬謙が決定す鋼題で

弊堅≡⑭員今が…：i・も・と磁しく騨恒害馳そ磁

業鱗螂・摂熟難麹契熱懸を熱鷲マて煮
あるいは一繊今体噸癖置鱒塞オ善勧態顯ξ熱であ沌．

　　この点をルイス・ハルツの研究によって見ると，1810年代，20年代に無煙

炭通商の可能性がまだ明らかでなく，それを打開する技術的困難が巨大に思

われた特殊な条件の下では，まず交通上の目的のために州議会によって特許

が与えられ，採鉱の特権は資本を誘引するために附加的に与えられたのであ
　　ゆ　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ヘロマ
？たpすなわち「採鉱の特権は採鉱だけが会社の目的であった場合には与え

られず，それは二次的な性質のものと考えられ，より大きな公共的目的とみ

なされた・とを遂行する・とに会社を誘引するために与えられた雪の竜。

た。

　まず1818年にリーハイ・ネビゲーション会社がかかる形式の特許を得た

が・前卿よ穴＋微醗⑳会艇よ磁跡聾頭搬妙起し
、た。ジョ，シア・1・ホワイ｝．の経営下のり一ハイ会社は，リ←ハイ河の運輸にと

ても支払えないような高運賃を課することによって個人的採鉱業者◎競争を

蹴・埠象烈樺鐘1燃碑醜麟欝証
・82・舗醐の石炭用のス；トr9や炉の生産の麟躍うダ顯羅鶴
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磁o鞍議麺雛産の醐が始紗，締滅滅湖謝る釧蹟多
く現われ・・誤の・うな醐には会社e・より長期の手形を発行しえた㌣

1利用して，競争者を破滅させるため市場に大量出荷をする方法も利用した。

　1832～4年にかけて，宿人経営者たちは反対集会を開ぎ，州議会たは採鉱

権の申請が増加し始めた。特許問題の議論の背景には，1825年以降巨額のフ

、ラデルカア資が流入しそおり，個人企業家鉄会社組織噸る必要力・

なくなっていた事実施った。たと畑ま，ポ・ツビルのジ・一ジ’一テイラー

’・・，　！・31・年願ぱの資本不足崎で午鞠嘩し・ズ≡55°那ル以

上の資本hxl個人によらそ出資さ氣，それ以苦の資本を得るこども容易である

、麓書藻畿灘犠慧轟1；讃i曇嚢；㌶：‡

地の所看，採掘，1 右炭輸送，販売がそれぞれ独立した機能であるとする意見

に対して，労働力の配分においては個人経営がもっとも経済的であることを

認めた。

　さらに大会社に対する非難の中には，’それが「遠方の重役たち」による不

磁営であり締的に妥当でない身る点力・あ・たが，さらに大会社の支配

下にある地域が，’個人経営の地域とちがって；市民的改良や労働者の生活条
1’

働点でぽじるしく拐ている繊抗鋤対照であ・た・’マゥチー’チ・

ジ・，がボンデール∵ミネノ・が・一ル婬醐域では会社の従徽労嚇

しか見られなし⑳に対しそ，ポ・ト♂一禄シやマイヂズヴ・・レなどの地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
域の会社が市民的進歩の例として挙げられた。
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・殖ぴ・・趣菟ば輪泌涜・9皆嚇］蹄宙ノ2菟斑厩泊6胸P・20：　t’

　㈲たとえばTayloピ，丁陥Eぴ虎ガ、疏励o〆磁4　C∂毒飯励φ徽，砲bπ斑

　　鋤〃碗ザC漉欠・晒・∫盛。治吻・繊踊tt▲・ill・；－1孤ぼ「rsm奈社にその

　　地方に通じる鉄道ないし運河の統制権を与えるほど犬ぎな害悪はない」1とした。

　　E．Jones，　p．20．

　　㈱　Haxard，s　RegiSter，　xiii，昼279．　EL　Jonesi　p．21．

　　勧　Haxard，s　Registθr，　xiii言p．218．　E．　Jones；p．22．

　㈱　Hartz，　op．碗．，　p．58．

　　⑳‘Pennsylvania　Senate　Co⑳mitteビon　C6a1㌔dと，施♪oプォ，　p．44．宜巨rt2，　p．59．

　t3CD　B・gen，・P’．・・it、，　P．20．　e．　L．　J。nes］・P．甑P融9ん20：舳紗欝飢P．59．

　鋤・加己∂垣垣・．宮1醐・ゴ’・・・…噺嘱ご：三・・ごバこ・一「

　e2　R，b6rt。b。ri・（迎丁遮：己63漬y1。i，’紗絃げム・・。φ命翻℃・・Z鋤か

　　一。癒ぽ16完23ご宜繊馳∂拾魂碗1．0：』L

　㈱T、yl。，，垣石～71　H訂四・60．

　⑭　Tay16r，　p．26：Lθg£ぷlatioe　Recoτds，1856，　pl　319，　Hartz，　p．61．

3　シュキルキル地方の発展

　すでに見たように，り三ハイ地域ワイオミング地域が採鉱上，f’特権を併

せ持った運河会社にようて開発されダその独占的経営によってその発展は種

々の形でゆがめられたものとなっていくのに対し，シュキルキル地方では，

そのシーキルキル・ネヴィゲ’一シゴン会社｝ま；1815年という早い時期にフィ

ラデルフィア・ニューヨークを中心とした商業資本の勢力によって始められ

たものではあったが，前者の場合のような採鉱上の特権は得なかったため，

より自由な競争状態の下で発展することになつた。そして，当時もっとも需

要の大きかった赤灰壬ed　ash無煙炭を産出したこと，その浅い鉱床や露出

した鉱床のゆえに生産費が小さがったこと，その地域が市場に近かったこと

鱒熟埠瀕聾寧華蹴弊・熱鱒ヒ騨の最大の
無煙炭勧，輸吉しての役割を抵うことになりたg廼あづたぴその内容をイア

リ＝’の研究によつて見ることにする。　一一t’　”一’”…！∵∴　1’一
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　その‘一面ぼ，早急なぐ蓮河恒対する）麦線鉄遣網め伸長であらだ二1829牟頃

から木の枝状に永系路の行き止うから山中へ伸びた諸小鉄道ぱ，蓮河までめ

石炭運搬を担当した。ミル・クリーク・アンド・マイン・ヒル鉄道，マィ

ン’ヒル・アンド・シュキルキル・ヘヴン鉄道，マゥント・カーボシ鉄道，

シュキルキル・ヴァリィ鉄道，リトル・シュキルキル鉄道，・ドナルドソン鉄

道，ロルベリ…クリーグ鉄道などがそれであった。’1842年にほジィラデル

フィア・アンド・リーディング鉄道がポッツヴィルまで開通しそシュキルキ

ル・ネヴィゲーション会社と競争することになり，運河時代に代うて鉄道時

代のれい明期の様相を呈し，さらに50年代にλって西中部無煙炭盆地ヘヤハ

ノtイ㍉アシド・・ブロード’・マウンテシ・プレイソ鉄道，イースト・マハノイ

鉄道s一亘≡バ不盲デシ村試烹バゾイ・鉄道，カタウイサ鉄道などが進出して，

この時期㊧婁云畢ル羊ル遍方茜宕炭産臨量増犬⑳最沃あ要素となった。

　これらあ小鉄道に対ずる疫資ば，こ他の州厳府匿よ葛国丙殴良政策と違らて

個人的に出資されたものであったが，ユ834年には約100方ドルがジュギルキ

ル郡の一1飢マイ，ルの鉄道に投資され，’30年後にはフィラデルブィア・アン

ボさり≡デkソグ鉄道のシa，キルキル地方への投資2，400万ドルを除いて，

その他の小鉄道だげで1．000万ドルにゐぼる投資がなされたo一これにリヘデ

ィング鉄遣の35σマイノじを加えるとダシゴキルキル郡は800マイルの路線をも

うたことになり，・当時世界でもつ苫も過密な鉄道網であっ遷。

妊め巧搬道勘発蹴リ；一’パイ繊ワイボング地域のよう

に，運河会社が炭田を、閉じ込め10ck　up、ていなかったから可能であった

のであり，またこれらの鉄道会社は全く運搬会社としての役割の外に逸脱し

なかったこどがp一シュキルキル地方に他め地方と異なる性格を持たぜ，とく

に小規模の製炭業者層の展開を可能ならしめたのであった。

こその具体的な形は圭地投機となって現われた。ウイオミング地域やり一パ

禰域に酬獅妊澱機や槻模のブームが現繍たが，翻会社がす

でに広大な土地を利用穆宅轟り，穣淀買収しづつある状勢の下てきば，すでに
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1830年には炭鉱業カミ個人的競争の形をとる河能性はなくなり一それはふ大
　　　　　　　　　　　　　　　（e｝
会社、の手中に入ったと観測された。・それにたいし，シュキルキル地域では

20年代後半から　30年代にかけ）．＿’熱狂的な投機者の群が活躍することになPI

た。村や町が短期間に生れた。たとえばポッッヴィルの建物数は1826年から

29年にかけて6倍化し，人口は同じ期間に20倍以上になり，ポーE・ヵ一ボ

ン，マイナーズザィ，ル，リュ・ウェリン，ニュ，T・カースル，ミドル・ポー

ト，パタースン，セント・久レア，タマクァなどでも同様の現象が見られ

た・それら蝉噛耐るとはEN・6’IF’z無煙炭姉場棚・髄撃搬

田の鵬酬の鵬そ卿予昇熟し；願璽微遮・・
その結果障地晒摩巾な変動でわた・、たと嫌ピー・・娘田は）’

1824年に≡ユ．三ヨーク・アンド・’；，ユキルキル会社に9万ドルで購入された

が，5年後にそれは元の販売者に4万ドルで買い戻され，その後7万ドルま

で値上りした。またブロード・マウンテンの．120エーカrO土地は1829年1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くめ
月に1，400ド！レで購入され，9・ヶ月後に12亘000ドルで販売された。　　tt　：

　、以上の例はいささか極端で，平均的数字はイアリ．一によれば，20年代末か

ら30年代中頃まで．1エーカー当り40ドル，30年代末に50ドル近く，52年に40

～70ドル，’さらに60，70年代には平均1エーカー当り250．ドルであった。こ

のような土地価格の上昇は，当然小資本の業者が創業することを困難ならし

　　　　　　　　ゆ
める傾向を生んだ。たとえばジョージ・こW・スナイダー，ヴィリ・アム・ミ・ル

ネス，ジョージ・プレアリーらはポッツヴィル周辺で僅か・500エーカr以内

の炭田で発掘し，その土地は1862年には．1エ三考一当．b，　・L2，000・ドルの価値を

持ったが，1844年に｛まかれらはそれらを1エーカー3弗から10ドルで購入し

た。自らも炭坑経営者であり・M㌦でsJoμm㎡紙の編集者であったベンジ

ャミン・バナンは・初期の状況について「（土地0購入は）まっle・く推量と投

機の噸鱒つ垣劫騨塾黒は不安麟鑓観泌嬢尤購入
…し発人刺絃の近辺のこ志を諸事情力・ら知照裡幸運妙数のぷやそip．　b

の人頚通信を嘩i賠熱らのA々の友人鰯で痴桓煙嬉な人≧
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は財産を作り，〒つの土地を再販売したリジ再購入したりして元来の投資を

倍加し，再倍加したものも多かった。もっとも，資金を持った仲間を見付け

ることができなくて，広い，今では貴重な炭田を条件づきの契約で入手して

…… 確かな利潤をあきらめざるを得なかった不幸な人々もいた。」と言って
　　　（e）

いる。

　このような状勢の結果，シュキルキル地方には，真に利潤が得られるのは

炭坑業自体よりも炭田地の売買であるという風潮さえ拡がmた。こ硲よ多な

傾向は，当時，前述のように非難されるような投機的な興奮と欺隔的現象を

生んだが，一面このような風潮がこの地域の炭田開発を促進し，ざらに，とく

に50年代までの時期のシュ苧ルキル地方のこのような投機，新鉱床の発見，’1

廃坑イ島破産・不況などカ㌻炭田の限られてはいるが重要な市場を作りだ

し，・・の地秀独特鱒鹸勤耀を縦するの勘があっ認す抽ち，

総量は1838年までに約6万工⊆；カ5赫845≒年灘にマ，万ふ000がら8方工三

ヵT，『1863年に11万5，000エーカーと拡大して行くが，その間絶えず売・り・に

出された土地が存在し，この傾向は南北戦争後まで続き，1871～5年にフィ

ラデルフィア・アンド・リーディング鉄道が土地を買い占めるまで続いたの

であっ：た6　tt∵：　　一・　　　　t’：t－’・’・　，．’一一一tご　t－　’一

　以上の土地の保有者を∴イアリ’一の型による分類によつて見ると“これ

は炭田経営者の型の分類に通じるが一1．小規模な投機的業者，・．　・2　：1炭坑業と

ともに育づた地方的土地所有者，β；無煙炭地域以外の資本家および投資家の
　　　　　　くの
三者に別れる。　　：’㌘・∵t　・tt：→＼t・：’i　’『　・’　t’．　　べ三ビご一・：’l

l’ ：第1．の型は，すでに述べられたような小規模の個人経営者タイプと：初期の

時期に従来はニゴーヨ’一，クなどで設立された申小規模の会社，だどえば二，ざ：

7ヨrク州で2万5，，OOO　Fルの資金で設立されたリ．トル・・二と一ヨe“一ク会社，1

同じくニュ．一ヨ三グ州曾笹許を受ほ顕褒諜梁㊧株譲・醗癒したzで久3ム萎メ・

りヵン会社，その他オz：房≒叉ン会社や慈ユ寿ルキル・今ヴ該石撮会社など

で・その数は多くは蘂嬢ぎ薩纏S多契撫⑳苦銀地方の石炭価絡遅影曼悟：凝
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鉱床蒼発震ぎぜるごと己まうて無煙炭市場翻動樫を生んだ。

　ig　2の地方的土地所有者も，石炭産業の端初期，あるいはその直後に登場

したもので，1820，30＄代から南北戦争後にかけて，バターソン，ケイム，

ウェザリル，ニポット）シリ’マソ，ニコルズ，バナン，ケア，エヅガート；”ザ

ィツィンガー，ベル，オーデンライド，バスト，アルプスパッチ，入ペイ

h“，・1ルーサーなどの諸家族カミこの種類に属した。これらの人々は必ずしも炭

坑業を専門と』ませず，医者，新聞発行人，政治家，・商人．豪農を本業とする

人々でs中には1，000エーヵ一以下の土地しが持たない人｛々もい；だ。，ご矛［ら

め人・9iJvrk大体全地域めま分の丞の鎚鯵所有回舗苫，c種寄の形でこ⑳地域で

開拓者的：：瀦毅岩的な役割を果しだδがれらぱ計画tジヂ塁趣を開墾L，多く・

⑳湘’や町の命名著となったoポッヅヴィル，．パターソン，テイラーヴィル；．

フラヅクヴィル，グレッソンヴィル，ヘックシャーヴィル，ドナルドソンな

どカミそうである。かれらは排水の方法を考案し，その地域の可能性を公表し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
て労働力や資本を集めいターシバイク道路や運河，鉄道の建設を計画した6・

　　　　　　　　　　　ゆ　たとえばウ・エザリル父子ぱ．〕［輻㎞タ1題t宜aSbciety　for工ntern泣1π1prov吐

mentに属して南部地方の石炭運搬用め運河の建設を要求し，・マイシ・ヒル・

アンド・シュキルキル・ヘヴン鉄道やマウント・カーボン鉄道にも参画し

た。アブラハム・ポットとその一族ばいくつかの小鉄道の建設に参加し，い

くつかの鉄熔鉱炉の指導者ともなつたσその他フランシス竺工曾ルズ；ウィ

リアム竺．ドナルドソシ．・トヤス・．シリ「々ン，ジャコブ・ザイヅィンガニジジ

ョージ・D・ケイム，パターソソらも小鉄道の建設に参加した。　　’

　逗れ二らの土地所有者たちやその家族は，：・ジュギノレギル地方の財政的，政治

的ゴ社会的問題について．主要とば言えない蓄でもyかなり大きな影響方を

持づだoフランシス・・己コルズ，バーFf　；．パターツン，ベンジャミツダポヅ

ツらはポヅツヴ破拒鉱田鮪の指導臨犬物董あみだじゴ令皇コルズ，一’・　JRタる訪

膓ζs：ざ壬鮫応尽津プデー一享シ㌃（｝・・G・鞠遮ぶ禄ばて・ヂ十⊆ルズー’i’・ロtt－．5シらば

］顕ゴロ蘂滅c縦6i硅s砲醇lki盤e6む窟tyの指導的組織著だ■であつだ。・三
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コルズ，二▽＋ツシ、：ザイ∀身畝ガ：二㌧ぺ疹践’ぎ：シ凛ヅ暁淳心エ

ルー／ツリマシ，　」・C・オブfニマシらは順次Chief　B遭geSSやBorough

Officerぎなど4）公職にういたピかれらは同じ教会に出席し，・・一っゐ社交界を

形成し，高率関税には賛成，君炭関税にぼ反対め政治活動を行い，多ぐの点．

で意見を異にしたけれども，無煙炭の発掘に関してば大体同“め態度を取

り，活動を行ちだ8・　　’　・’i・…　・，　　　’　　∵二’

　第§《め～1ヅユキルij＞il郡以外睦居注する有力な投資家たちが，面積あ点で

は最大の集団を形成した。6の集団の資本は中蔀大西洋岸諸州および北東部

から得られ，ボストンからはサイモン・レヴィ，’ウォリアム・イーLトン，土

ドワ＿ドー’キング，’レヴレット・ソルトンスト叶ル，エユ　一：・ロンドンから

はウィリアム・チ㌣プマン｛とウィリアム・スタ・・’，とユーヨークから｝まトマ

・ス・々声ザオン元・ギ苧ドウラダ三・．岩ノじデシt”’ラレデリヅクゴ．ガイゼシハイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

マー，ワレンおよびララソクリ逆㍉亭ラ・パ総遼葱蕩ぢ☆6寿ろゐ》；もbとも

優勢であつたのはフィラデルフィアの資本で，マとユェル・s7イヤージヨシ

ェ　一一・セルフリッジ，マ円クズ・ジョン・ビドル，ジョージ・C・トラウト

マン，サミュエル・ウェザリル，ジョシュア・リヅピンコット，ロイド・ウ

’；’；トン，ステフナン・ジイラルド，トマス・リシジウェイ6，アイザック”

リー，アブラハムt　’■tハートゴベンリー・C・ケアリ＿などであっ寒。　　・、

　これらの外部者たちが入ってきた一つの方法は交通乃至土地会社を通じセ

で，州議会の特許を得たこれらめ会社を通じて広大な炭田が購入されだ。た

とえばlThe　FofeSt　I血p虻ove血e頁tl　Compallyは1方5ゴ000～1方6，000工阜

カーめ三ヒ地を獲得し，・Little　S6hinylkill・CompanyとValley　Furnace，Compnay

1ほそれぞh・－5；・・400エーヵ一のi地を獲得した6，これらめ会社はそめ土地の動

脈め役割を果し∴鉄道を敷設し，蓮河用の船舶を建造した。しかしsこれら

の会社は自らぽ右炭を発掘ぜず工そめ特許状がそれを禁⑰ぞいた一かれ

店ei－，・’そめ土地を借地火経営者に貸与しだ6まだ，個人で土地を所宥じた者

もごめ方法を取つた。・ご㊦点が他め地方φ圭地保有大会社と異なる点でジジ
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ほキルキル地方の大土地所有者は土地所有と採鉱を結合しなかっ・た。　　　一

　これらの勢力を中心に，’シュキルキル地方では土地の集中が進行した。’す

でに20年代？こはポヅツヴィル周辺，リトル・シュキルキル河東部，マハノイ

地方で土地の買い占めが行われ，40年代初期には，たとえばポッツヴィノレの

弁護師エドワードー・オウェン・パヅーの文書にょれ｛ま，ζれらの炭田地の大

部分は13の改良会社improvement　companyと25の個人および共同経営に

お研経れて・・た・その中でも大きし’ものは・Thg　F°「est　lmp「°veme一

亘ゆ・卿・嘩9輌・F・v・m・nrC念興証’9・F亨興n輌興e

§gh亘ylkiU－cα・ステア拷・，ジ々4レ鞭蝉・烈塾・頃zヅ三・・娠・、

ぎ坤Wみ艇到幽ダィジ・ンガ7バ方むダ揮紘ど哩
産で，Zそれらは併せて8万工一力丁（その大部分が炭田）に達した。そして上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
述のうち∫上位五者がそのうちの三分の二以上を占めていた。このような土

地所有の集中に伴なう賃貸組織は50年代に至るまで変化せず，たとえば40年

代初期には，．ポッツヴィ．ルの36の鉱山のうち31が賃貸された土地で経営さ

れ，50年代末にはマ・ニノィ地方の25の塚坑のうち，21カ16つ＠土地所有利権

によって貸し出された土地に有った。・レたがって，坦70年代初めのフィ、ラデ

、ルフィア・・アンド・・i2一ディング鉄道会社による大部分の土地の獲得は・土

地所有の形式の面からは，必ずレも．急激な変化、とは言えなかったのであっ

tG。’　t－．：’t　－－∴　，”，tt　－・　1　ジt．’一　二・：一，　　・1・　r

　土地所有者には以上のよう、な型が見られたが‘．シ三考ル壬ル地方と外部の

地主と・の間にかなりの協調が見られtg6．，ヘンリざ∴ケアリ⊂とづ：タ’一ソろ．

パタ→芝ン家と・プロヅ吻家の場合のよ．うに共同で土地を所有する場合も多

く，、会社形式の場合はさらに協同することが多く・交通手段Q改良の場合に

も協調した。外部との通商の声段がなければ土地の価格は上昇せず，それを

願し頑と鍾鱒塞頚熱紗・？た力埠鐘函担キ峠ル’・裡

羅二恒奏アμド評望ら二桧勘場昼撫㊤レ担の嫉螂
主や地藁的経賞者堅ちが｛：墨淫ギシコ紫限謬4蓬竺・ジスアニろなどのプ4
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諺デルプィナ爽9Sちと協調した6そゐ他i三マインふぜル砂シこド．シェギ渉

キル・ヘヴソ鉄道やその他多くのターンパイグ1運河においても．同じような

協調が見られた。：また；1チャールズ’・エレットやS’十Hルズ・ベア≒，ドのよ

う’なラィラデルフィア人が，㌧パタ；ジツ，・一トン、ラパル、オファーマ

ン，パーマー一，シッペンのような地元出身の地主や経営者と並んで，シュ．ギ

ルキル郡商業会議所一ほとんど石炭業のみを扱らた一陸参加するよう：ts

Z’．21も肪流『とe…h’sく．この地方では土地所儲たちがも。ど嬉要な

要素であったカミ，1他の地域の場合と違って，シュキルキル地方には採鉱＝運

搬の結合した利権が存在しなかったためた，借地人だちの決定や政策が直接

に地主たちによって統制されなかつた。そして，かれら｝ま間接に重要な影響

を無煙炭採鉱業に与えたのであった。∵　、　　『’　　　　　一

淳瀧雌緯籔瞬癖蚤轡・・麟嘩醐薩面の権利議瀞
ることなしに，・地下の石炭を発掘孝る権利轡享え畜慣漕が発達もてぼだよそ

して，一定の条件の下で地主カミその権利を回復したり，地代の保証どして商

品を差し押えたり，地代不払いに対して借地人を追い立てたりする習慣が，

1830年代までに一般化していた。そして，法的な理論化は多少後れるが順次

発展して，70年頃までに“surface　right”対“minera1　right”として，採炭

機，蒸気機関，ポンプその他の機械の設置を含む財産ゐ改良の問題や，石炭

が存在しない場合，洞渇した場合や没収，一追い立てなどの細部の規定カミ確立

して行った。

　このことは，前述のような鉱床の入手が少ない現金でなされ得るどいう現

象を生み，借地料は最初にまとまった資金を必要とせず，さらに賃貸契約書

官体が公式文書として通貨獲得の手段どなり，シュキルキル地方型の小企業

方式の一存続条件となっだのであったが，この賃貸制はまた短期間eu右炭を

　こ透賃貸制ぽ，ぞゐ期蘭斑ら年あま葺に長期あもあもあう完ぶ，平均一5Etv
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エ0年，ときゆ‡3年以下という短期なものであっな塾φ・：賃貸人が後の発掘

について考慮せず，その期間中に最大の利潤を挙げよう孝してその場限りの

方法を採用：Uたため，一・一’面では初期のシュキルキル地方の特徴であづた安価

　　　　ロカ
さを生むとともに，後で見るような技術的問題とあいまって炭田を荒廃させ

お。　　　　　一　　　，tt－．　．、

　たとえば，一般的に・は縦坑と主坑道による方法が取一られたが，地主側は←

つの炭田にできるだけ多くの経営者を入れることを欲しtcので，　tつの炭坑

に適した場所がいく⇔かに分割され．傾斜面によ？て発掘する方法が取ら

れ源鋤撃硫猫鏑㌍鰯懸・娼噸絃徽熾下す猿
法が取られた6ま左40集侭に木る参・，縦坑J，、蒸気ポンプ，ボイラー，起重

機，運搬用車輔，大型砕炭器などが採用され始め，より良質の石炭や特殊な

種類の石炭に対する注文が始まり，またこの頃からより深い層の，地下水面

以下に至るより費用を要する発掘が始まるにつれて・これらの改良に要する

費用の出所が問題となってきた。・また，すでに見たよラに初期には交通手段

の整備などが地主たちによってなされたのであるが・同様に炭坑の開発，小

鉄道の敷設などが地主たちによって行われた例，あるいは地主たちが借地経

営煮に資金を借しつけた例が少なくなかPた。ところが，後の時期になると

このような例はだんだん少なくなpてぎた。

　当然，小規模経営者たちの経営は苦舞に陥ち入biこの点は1吻〆5　Joμ一

rndやベンジャミン・バナンの記事に現われるが，借地経営者たちが地主た

ちの土地に傾斜坑を掘り下げたり，エン1”　1を据え付けたり，家屋を建築し　，

たり。採掘機を備えたpする費用をすべて負担することになり，一方地主tF

ちは何ら支出Mず，．地代り上昇と土地価格の上昇によってもっぱら利潤を得

る側に廻り・借地経営者たちは資傘に窮して・石炭仲買人たちと不利な前借

熱搬嘩辞鮭はり演輪1醸支払送るを得なくなるよは
場合も生れた。

…螺事頂興劇湖難鴬勘創業瞬営鱒易ならしめたらの地方の
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，⑳．．垣㊤鶴鯨をDα竺硬4黙ら轡ちP・黒螺μ竺1↓磁娠就；呼9吻θ・

二璽興欝．i811黙（璽座！確無褒胆亘遮・撫≒ρ・L田
ぺ漂蝉鰹聾理？担テK垣孕鱒陸蟻璽畑頭ら埜1し熱渥∴．
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　T’　　t．　－L：≡’ヅ1r，－1　　．iて㌧’　・…・，’：㌦！　　い・、

4　その後のシ：キルキル地方とその他の地域

　イアリーの研究によって経営者の型を他の地域も含めて見ると，独立的経

営者による採鉱はゴ巌密にシュキルキル地方に限定されていたのではなかっ

た。南部および中西部にも大会社が見られるように，日ひじょうに小規模なも

のが多かったが，多数の個人的経営がすべての主要な無煙炭生産地に見られ

た。たとえばワイオミング地域では，支配的であったデラウェア・ア／ド・

ハドソン会社の他に，少なくとも14の小個人経営が活動しており，35年以後

にはその数は37であった。シュキルキル地方を除いて個人経営のもっとも盛

んであったのはシュモーキン地方であり’，もっとも少なか？たのはリーでイ、

渓谷であつ蛭そじ蚕、ζれらがてを通じて紗1ような傘勤殿1は小さ

なものであった。　、・㌧・○≡、・已㌻㌍：磁．き逗瑳べ㍉ン

　シュキルキル地方では，以上の地域よりも個人経営｛D比率は大きか？た

が，その数は30年代初期から1875年までの平均で約100であり），たとえば

1850年には120と増加するが，1861年には66と減少する状況であり，決して

安定したものではなかった。しかしこの地域では，．個人企業の集合体が，そ

の無能力さ・法律的・行政的環境・その賃貸制度・イ中買人制度1交通問題，

労働問題，市場問題などで課せられたその限界にも拘らず。いつ，どのよう

に，いかなる価格で石炭が生産されるべきかを大体決定するだけの力を持っ

ていた。そして，ほどんどその活動を大会社の勢力範囲内に限定きれた他の

諸地域の個人経営者とは違って，それらははるかに大きな独立性を保ったg－．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エエハ
とにかく，それらは生産の中心的地位にあったと言えたg

・1833年から75年の間に，1，000を下らない小経営が，この郡に足跡を残し

た。統計の不足から∫こ璽数はも⇔と大きなもの，あゐし波崇の二倍であ？IL

た可能性もあるも堂れらタ）大多数は明駿嗜短金璽あっな。灘巷近く丞上象

間以内，．一　75・〈　一セン』2随年閲以内ち．§竣云埜㌶騨1隆闘以庖豆鱈こ杢
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ントが15年以内であった。もっとも，中には一時経営を中止して再開したも

のもあって，この数学は文字通、りにば受けどるごとはできない。∵しかし，経

営が容易に放棄されたことは否定できず，その原因は経営の目的が必ずしも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くおハ
採鉱自体ではなく，、鉱山にたいする投機であった点であった。

　これらの投機的採鉱業者の全体とその影響力の全体を把握することは困難

であるが，それらカミ土地にたいする投機以上に，石炭産業の不安定さにたい

する重大な脅威であったことは明らかであった。それらはときおり不自然な

喧騒と活気を業界に吹き込んだが，それらは決じて良好な採鉱の基盤となる

ものではなく，むしろ，：これら投機的業春の不規則な生産は石炭価格の変動

の原因となり，・そあ粗悪な，：1木純な製品は明らがにシゴギルギル地方の石炭

の名声を低下させ，泳続的な経営を維持することができなかったことが浪費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くハと破産を生み出したことは誰の目にも明らかであった。20年代には誰もが新

参者であり，経営様式が単純であったため，以上の諸点はあまり目立たなか

ったし，このような小経営をデヴィッド・チラス，ジョン・．コックヒル，シ

リマン家，デヴィッド・ブラウソ∫ウィリアム・ブリテン，ジョブ・リッチ

らのように順調に経営し続けたものもあったが，年代が進んで効果的な採鉱

を行うごどが蒸気エンジンの採用など多額の資本を必要とするようになるに

つれて，また地下水面より上の採鉱から，それ以下での採鉱の時代を迎える

につれて，数百ドル乃至数千ドルの小資本による投機業者の存続の機会はだ

んだん少なくなった。　　　　　　　　　　　　　’V°

　にも拘らず，現実にはいつの年代にもかかる業者が多数見られた。そして

1830年代中期，1840年代後期，1850年代の端緒と後期，1861年以後の戦争中

にはかなり新しく経営を始める人々があった。たとえば，1846～48年には少

なくとも66企業が創業しており，1858～59年には52，1861～65年には130の

　　　　　　　　　　くり
企業が新しく参加しお。’iL・つの時代にも‘，’iかかる性質の企業がこの土地の石：

醒業の馳碗成する酵麺であ売のであり・こめような不難ボ

初心者的な小経営業者の危険性を指摘ずる声が強かった。たとえば，一：エヅ
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イ1・ボヴエソほ「炭坑経営者自身の誤蓄ぶだ管理ゐ当然の結果としでジ毎年｝

　　　　　　　　　　　　　　くの
数千ドルが失われている。」と言っている。

　1820年代末から1870年代にがけて，この地方に多く見られる多数の活発な

反独占的文献の存在や，少なくとも他の地方に比較して，この地方の石炭産

業が独立的，個人的経営の色彩を強く持ったとされたごとと；以上の小経営

の投機的性格，不安定さ，不健全な経営の背後には，生産能力の漸時的集中

と1いう現象があった。’それは比較的少数の経験ある・master　colliersたちの

集団が，産出高の大部分を引き受けるという形をとり，その傾向はすでに

1830年代から明遼となり70年代まで続行した。すでに1833年には100以上の

経営めうち，16がこの郡の全産出量の半分以上を産出・し，42年には117のう

ちのユ4が全体の3分の1を産出し，147年には100のうち23が3分の2を産出

した。その比率は多少変動ずるがピ㊨0年代葬60年代淀瓢℃て・もぎの傾向は続

き，52年には全経営薮◎約ら分敏籔め業著漉予鑛∂約半穿巷達出し，‘59年

には約4分のr力塗体め約3分のZr2を産出した。南北戦争中に大量の新会社

が出現したが，この傾向はさほど変化せず，68年においても約3分の1の経

営都全郡の姶の・の鯉炭を産出したt”・のように，シ．キルキル地方

では経営の機会が開放されていたという地方的信念にも拘ちず，生産能力の

集中の傾向は，土地所有の傾向と大体二致していたのであり，ただ：：主要経

営者の陣列に新参者が参加することが，・主要な土地所有者の陣列に参加する‘

よりも容易であった点だけが異5ており，したがって生産め集中は土地所有

の場合ほど，同一人物の手中で継続したわけではなかった。

． しかじ，’他の地方の場合と比較すると，シュキノレキル地方の生産’，それに

伴う士地，・交通手段の集中度は低かった。60年代中頃に，リーハイ会社は第・

2位の競争者の約一3倍の石炭を出荷し，それはその地方の全産出量の4分の

工に当り口当雑を奮む土≦位零魅が玲全産出量の半駐以ま《を出荷蟹（“溶が，1”・i・1　／

かがる状勢ば初期励ごろがら見られた現象癒疹艦芦まだ，北東部め竣蒸素ピ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パぽグ地域，：ラWワザ地域砲ま～≡浴の採鉱蓮搬緋お湊びぞ毎借地爽，：喫；・
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約炭鉱会社などが，’・その地方の無煙炭産出量の半分以上を生産していた。・し

たがってシュキルキル地方の一団のmaster　colliersへの集中は，これらに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くカ
比較すれば軽徴な点で特色のあるものであったσ

　ところが，このように3，40年代に優勢であったシュキルキル地方り石炭

生産は5，60年代に北部，西部の他の諸地方にその地位を奪われ，ついには

複雑な様相を呈しなカミら，とにかく政治的には反対し続けた「独占」の新し

い形である鉄道一具体的に．はフィラデルフーイア・アンド・リーディング鉄

道にそのほとんどの鉱山が70年代初期に買収されるという結果を招いたので

あった。　　　　　　　　t　・・一．一ご1∵・ぽ驚▽’，㌍苧ロバミ・パ、

　このことの原因はま流複雑多様である’。”要約説れば，自然的条件と小経営

の特色である資本不足のため，それを技術的に克服できなかったことが，土

地の賃借制度と結びつき，それが非能率的な経営と特殊な労働問題を生むこ

とになるのであるが，それをイアリーの研究によって簡単に辿ってみる。

　その初期から石炭業者たちは，商業的見地から石炭の性質などについては

敏感であり，無煙炭の灰による灰色，白色，．赤色の種類別け，とその各々の

性質による特殊な市場の開拓には熱心であっだ。20年代，30年代，’40年代と

その努力は続けられるが，とくに重要であったのは無煙炭の鉄鉱石熔解への

応用の努力であり，最初はリーハイ地域のマウチtヂャソクで，っいでり一

ディング，ポッツヴィル，ウェールズなどでこれカミ30年代末までに実現した

が，当時より重要であったのはこのような工業的用途よりはむしろ家庭的用

途であった。すでに，、1826年にはフランクリツ・ジャーナル紙などが家庭内

での使用を予言し。その後，イェ・一ル大学の化学者，地理学者であるベンジ

ャミy’・シリマンが，’無煙炭の小さな火焔，強力な熱，ガスなどを観察して．

それが高温度を必要、とする反射炉に適していることを指摘するとともVC，一そ

れヵミ客間の暖炉；t1居間や育所用◎渓ト≒ヴに適して∨る江とを指摘し，“その

安価さパ安全さ，すすや不潔な灘衷が少ないごとなどを指摘じた♂その他の、

　　　　　　　　　ゆ
拳察もか淀り魂繊誌そ姻§鉱山業に直接たつさ額：る人々の好奇心をそそる
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かと思おれなが∫必ずしもそ㊧よう、に進まなかσ蕊丁・閑心は石炭紀層に集中

し，30年代にはそれはその集積の方法に集中した亘；40年代までに，有炭の起

源は地理学者たちによってかなり理解され，石炭り成分とその地層に関して

もかなりの知識が得られた。シュキルキル郡を中心とする地方の特殊轡まま

だ不明であったが，主要な無煙炭盆地＠構成とその鉱床の配置はかなり明ら

かとなり，、遠く離れた地域の相互関係や，傾斜した鉱床や不規律な鉱床の相

互関係やより優れた予測の方法がより明らかになった。

　シリマγ父子，ルイス・アガシス，ジョセフ・・ルコンテ，ヘンリー・ダー

ヴィγ「耳ジャース，ピータ・～・’レスリーなどの諸学者の研究が進み，石炭

層に関する貴重な知識が州全体に広まったo．しかし，一般にこのような知識

と現実の採鉱は6・．7ρ年代に至るまでr‡ほとんど積極的な効果を持たな牟つ、

た。立坑の掘グ方にしても一，．：：石炭の埋蔵量の計測碍しても．，、50年代に至るま

では・きわめて丞簸なも・のであったひ科学的研鐵嚇湊熱象煕抽ので

噸も採鱗鯨ら跡厳拠膨闇鰻江悲懇願も触娠描
　初期の採鉱は無知のうちに行われ，機敏な人々の成功もほとんど偶然によ

るものであった。のちには細かな表面の検査をも含んだ無煙炭の予測，穿

穴，地図，構断面11標本の分析と分量の評価などは雑な推量によるものであ

り一，借地人はそれを見出すことができない場合に備えて，賃借契約に特別条

項を挿入した。20年代に炭坑の“底＄へ到着したときはフィラデルフィアの

石炭関係者は恐慌状態に陥ち入り，リーハイ会社の株式は20パーセントも暴

落したが，そのときは誰も大鉱床が斜めに連続していたことを知らなカ｝った

のであつた。また大きな思い違いは，無煙炭が地下水面の上だけにあるとす

る認識で，最初の10数年間はこの認識ρ元に採鉱が行われめ1833年に至って

バード・パターソンとへγリー・クピイによるポッーツヴィル近くの実験で地1

下水面以下悟も無煙炭璽堆積ヵミ存蕉ずる導必，∴商業的にも刮慢で藩る三※ξ懲

わかbた。至＠後緩れ壊徐々陸銭嬢し」頸a6年輿婆海ダ頂⑰河摩ρ近：§璽ぷ6

ス・一トまで採鉱き娠郷の⑭は表面聴の実擁瞭・噛紅竣溺麩
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ら蘂言ぞ穫；滴様繍痴ミ紗ッ壌召・；ルやセシト・ガレァ・その他各所で

成功し悪。30年代中頃までには，砂岩構成が一般に3つの主要な無煙炭地帯

の外縁部として認められており’，パヅカー報告にも記載されているが・これ

らの地域ゐ周辺の採掘業者にはs鉱床の正確な位置，その順序や数，石炭層

間，盆地間の関係にbいてcb知識が不足しており，鉱床が開かれるにつれて

混乱は増大した。たとえば，各丘はそれ自体め石炭層を含んでいると考えら

れ，ピーター・レスリ∴によればSS丘から丘ぺ，谷を越えて“鉱床を辿ると

いう考えは馬鹿げているとされた。…また㌃ある丘のある高さセ発見された鉱

床ほ，隣接する丘の同じ高さゐところで亮出すことぶでぎる’とじ”S；う考えが広

く信じられていた膏鋤縫く誤りであ硫亘証炭坑酩秘混乱し・

たとえ淫圭蔀表灰炭層め愛イナモンド鉱脈は」’他め地方ではダッF’　一，ノー

スー／ダイデモソド，フラワリー・フィールド，ピーコックなどと呼ばれた。

このような誤った知識や混乱はヘンリー・ロジャースの州の援助による地理

的調査によっても矯正されず，’それに伴うシュキルキル地方の時間・金額・

エネルギ竺の損失は，知識の流通の途絶どいう苦い記憶として残ることにな

　ゆ
bた。

　とにかくこめような知識の不安定さは，莫大な数の鉱床が存在するという

評価を生み，層未経験な経営者に希望をた持たせ，投機め材料を生んだ。たと

えば，大炭田地の所有者であっだアイザジク・’リざはフaラデルフィアのニ

コラス．、ピドルに，シュキル：キ・塊方では100の薄層の“う油0が採鉱可能で

あると報告した。それは実際の鉱床数の5倍であり，きらにそのすべてが商

業的に価値ああるものでばなかった◇その他，爆発によって運ばれた石炭粉

が鉱床1自体と間違われたり∴立坑カミ鉱床の端に掘られたり，鉱脈の頂上が底

辺と間違われたエりした。’このような誤ちぽ，当時の知識をもってすれば充分

避け夢抗だば轡拘・らず蘂現実にeま採拡業者｛庭よi’b　i℃採用されなかつた○レス

蒔にま澱ぎ習慣ば己の逆艶泌鯵西♂着炭粉将観㊥ぎるに逡いないどこ

ち庭5〒1浅い表面酌嬢冥が急い癒掘囑流、トシ石炭を掘り尽さ凝いうち庭水がたま’

し
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るまま放置された。竜の頂点も底辺も確がめ1られず記鉱床Q傾斜も紅ろピご

トの量も確かめられなかった。そのような穴が掘られた後は何も知られてい

なかつた。ssもし渓谷に掘られた無数の穴や溝が，丘へ5ヤードの階段状に

掘られジ露出した（鉱脈）の注意深い検査と測量がなされ》L鉱床の規模と構

造の充分な指標と三レて受け入れられていたらt、無数の富と忍耐と心配と遅延

が節約されていたであろう。“という状態であった。

　その他隣接の鉱山間の境界が地下で侵害され，’、他人の土地の石炭を掘っ

たりtp他人の坑道を危険ならしめたP　Ltヒ61　　　　　　　　　　．　　一

　こρような無知と過誤は長年月にわたってぐり返されたのであり，これが

土地価格の騰貴，土地投機に大きな影響を与えたことは疑いがないσしか

しヂよ1り重要であったのは時間どエネルギーの莫大な浪費，数百の仕事場の

放棄，数百万ドルの資本と無数の石鰻の荒廃であ塑．，個人企業のヵの衰退ぎ

あった。　・’∵1已パ已≡意ご轡〇三㌻こ’，・1∵苦：1二庄そ．．ひ

　これは技術的な面においても見られ，初期の産業の時代には個人企業を脅

かす重大な技術的問題は存在しなかったが，地下水面下へ採鉱が進むにつれ

て，この状勢が激しく変化した。地下面の採鉱技術は，ますます非合理的；

非経済的，浪費的方向に向？たのであ？’tc。そレて，土地所有制度などの諸

，困難と結びついた石炭価格の上昇と浪費のために，－e　，Q郡の個人企業セちそ

の競争者に対してきわめて不利な立場に立tcされることにな？たのであっ

た。初期Wei，とく．に赤灰の無煙炭の堆積が豊富で，地下水面上で容易に近付

き得たころは，必要資本額が小さかったこととP，フィラデルフィアに近いと

いう競争上の利点から，地層に対する無知やジ不充分な採鉱技術t’資本の浪

費ぼさほど深刻な影響を与えなかった。d一ギリスやヨーロッパの採鉱技術が

与える知識で充分であり；道具は単純か；rpee価で，石切場，トンネJル，浅い

立坑ヂ坑道などが石炭に到着粛る坊辮あリゴ1惹㊧赤法は鋼鰺鐵璽淀それ

ぞれ異ってい庭が；らそ淑お利用じ得るi鍮本の額毫り竜麺麟経営⑳方法の相

漣であうた。マカ所郵宏紗骸毯泥渋勢瓢のガ≡が1イ会社到鉱幽鴻鱗監開架
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式め採鉱舗筑遥れぼかな吻安価でズブSプ池方の∀・ジド・号ヴンテソ・

ギャップ」eユ”一／ル・マウソテころ∴ビッグ・リック，ブロード・・’‘Q’ウソテソな

どでも採用された。・シュキル岸ル地方の石炭の商業的利用が始ってまもな

く，小型⑳垂直坑が現われた。直径：8～10フィートの立坑が，地土水面まで

掘られ，集められた石炭と水は，手動のもしくは馬力の巻上機で地」三に運ば

れた。これは僅か3～6人の人手を要するだけで，1日30～40プッシェノじを

生産した。しかし，これだけが一般的方法ではなく，40年代中頃には横坑の

方が一般的であり，これの方が鉱脈の露出したシ江キルキル地方では適して

いたbこの方法も安価であ’rり，排水力費帯麹猿老遼翁遣具も簡単であっ

’た。20年代末庭ぱ粗末な錬勤§採漏惑れ，30櫟沖頃に；は鉱着がその犬きさ

にょり黛選鋤きれるようになつだδそれはとくに小規模経営に適しており，

年間数千トン以上を産出するものは少ないという欠点を持っていた。しか

し，その不利にも抱らず，その方法が鉱山の開発を促進した点で重要な役割

を果した。　　　　　　　　　　1　　　　　．‘　・　　　　　1

　横坑は60年代，70年代奮で存続を続けるが，徐々に時代後れと一なり，非生

産的にならた。それは36年を境庭，1採鉱カミ地下水面†で行われるようになっ

たからでありtpt技術的にも真の変革は行われず，隔然たる変化はなかった

カミ，移行の傾向が徐々に見られた。’1839年には地示永面上の並0の採鉱場に

対して，地下水面下は10しか存在しなかったが，1842洋には地華氷面上の

1bOに対して地下水面下が17，50年には地下水面上ゐ122に対して地下水面下

が44となり，76がまだ地下水面上にあり，39カミ地下水面下にあっ・た52年を境

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゆ
に，生産の中心は地下水面下に移って行くことになった。

　地下水面下への生産め移行は，地表における一連の高価な授術的変化を生

むことになり，石炭の地表への蓮搬と水の汲み上げがまず問題と’なった。こ

批にぱ蒸気機関が必要であ裕た刑、aSft機関は1833年に九キルキンレ地方で

｝）5つ舷添鞍5〈云30年代はそ批蹟芭増加し滋か〉溶が；・銘39年かごらユ849洋にか

諺灘飛躍的陀増加渥；・ぎらに麩の後も激増じ続けた6またピンジン数め増加

i
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に伴っ宅馬力数も増加し；；で｛最初の30馬力前後がら58馬力に増加：L・，・　・”50年代匿

は500馬力のものも現われた。また蒸気機関にた・よるその他の改良も現われ，

30年代に砕炭機（徐々に均一の大きさの石炭が求められた）が発達して，．40年代

　　　　　　　　　　　　　　
中頃から本格的なも，のとなる。以上を綜合して，・　t採鉱業者は40年代，50年

代，60年代と増々多くの資本を投下しなければならなくなった。士地価格を

除いて，、1851年に122の採鉱業者が平均1万6，400ドルの投資をしていたの

が，5年経たないうちに含方ドルになった6しかし，この投資額が上昇した

ことは一面技術的進歩の一部業者への集中現象となって現われ，1851年の数

字を取って見ると，122の採鉱業者のうち20パーセントがまだ手動および馬

力に頼らて一tまったく蒸気を採用していなかったのであった。そして，この

・

うちの5σパーセント以下にあたる65の採鉱業者が1万ドル以下しか資本投下

をし忠硫な遠栖炎δ泌ゐ多くは容易に資本を入手ずることができず，たとえ

できたとしてもそれを機械に消費することはできずPt基礎的作業に消費しな

ければならなかった。さらに資本を所有していても前述の’ように技術的知識＼

を利用よることを無視する，あるいはそれに無知な経営者もいたδまた二前

述の土地制度から賃借人も地主も土地の改良には熱心でなく，道具は時代後

れになるに任され，献身的な鉱山経営は見られなかった。技術的進歩を代表

するとされた砕炭機も．，．屑と石炭の選別や，スレ：トの除去が完全になさ

れ，．充分な空間光熱，傾斜を持らたものは稀であった。その他，使用される

人手の多過ぎる点とか，貨車への積換設備の不備とか，改良な必要とする点

　　　　　　　　　　があまゆ’にも多かった。．，

　以上のような地表の設備の変化にもまして重要であったのは．地下の問題

であった。．この問題の背景には，土地の賃貸形式，資本の不足，採鉱に対す

る短期的見通しi無知貧欲さなどの経営の根本的問題があったが」．それが

直接的に現わ牝たのは，傾斜坑の問題であら離傾斜鋤琴況獺鎚年障

アリぶや琴タ’ざがン庫薮って石炭の存鶴働勤るために鵡ちれ工艶、

あゐたが，その方法鱗をの後審宍般起繰用さ硫ためぱ；言法◎継建遊撒1



趨6　，，「研究ゼ←；吋ぺ苛シルヴゲ邑記初期の石炭産業と安通

⑳穿鱈あう品’そ拠奪立坑に比鮫し苦もろ、噸斜面のゆえに石炭層に接する

面積が広いという利点はあったが1とくにその深さが限定されるという欠点

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
があり，結局は高価なものにっいた。1851年に地理学者ヘンリテ、・：Tl’r’ヤe

スは立坑に比較して，傾斜坑が不経済であることを指摘し，18514年にエリ

ィ三ボウエンも，遁斜面によって発展させられる石炭胸壁（breast）は，新

しい場所を拡張することが必要になる数年後に駄目になる。この仕事を進め

る間，鉱山は閉鎖され，その間最初投下された資本は遊休する。坑道に敷設

iされた鉄道は徹収され，，もはやiそ’O平面では採鉱が行われなくなるため》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
支柱や換気tel消費された資本は全きの損失と．な恥．　e，tt・，ξれ鯵昂晩姿を消

すであろう・と予貢した9また〉．該芦考ノレキλピ拒方ρ採掘法は元石炭胸壁と柱

にょって落盤を防ぐ方式であ⇔たカ㍉これは約3分の1もの石炭を無駄にす

る方法で，・イギリスにおいてもフランスにおいても採用されなかった非経済

的な方法であった。

　以上のような経営方法，それの裏付けであった資本の性格や土地の賃貸方

法を背景と．した以上のシ，ユキルキル地方の採鉱方法は，その結果石炭価格を

高価に維持させることになり；北部，西部の炭田地方の発展と相い：まって？一．

この地方の競争能力を失わせ，3。40年代の隆盛から，5．60年代の衰退4

と向わせることになった。その結果生じた，その状況を抜け出そうとする経

営者たちや鉄道の努力．それに附随して巻き起うた労働運動については，イ

アリーの研究書の第4，第5章に精しいが，これについては省略する。

　一方，5，60年代はワイオミングおよびリーハイ地域に鉄道網が完成して

行つた時期であった。ジョー一・7ズの研究によ．ってその大要を見ると，ユ850年

頃まではワイナミングおよびリーハイ地区からの唯一の「出ロは，デラウti

ア”アンド・ハ・ドソン運河会社と．リ’一ハイ・コール・アンド・ネヴイゲーシ

百※会強だけ廼娠り蕎弛に小量が渉ス姦ハナ河によって行われた。’炭田地域

、・璽は主として横の二《1atera1）諸鉄道Ω薩設カミ行われう・既存の交通手段に対する

1ま鋤鰹役割滋果｛Ute。護れ舷のうあ重要なもの⑳ぎ噺お迂837～46年に建設
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されたリ；．r！・4，　・’・．ア竪・一ド望劾ス女ハナ鉄道で，，身裕ルクス≒バールで潰スヶ

ハナ河から出発し，ホワイト・ヘヴンでリーハイ運河と連絡した。これはリ

ー ハイ運河のもっとも重要な支線となった。しかし，リーハイ地域，ワィ’t

ミング地域の交通手段が大拡張したのは50年代初期で，．NN石炭の採掘および

石炭およびその他の鉱産物の採鉱，’運搬および販売にたつさわる通例の業務

　　　　　　　　　
にたつさわる目的で“特許されたペンシルヴケニア・コe－一ル会社が一デラウ

±ア河とハ・ドソン運河を結び，大量の炭田地を購入レ，大石炭産出業者とな

った。また翌51年には，デラウeア・ラカワナ・アンド・ウェスタン鉄道が

石炭の発掘を始めた。．55年¢）法令でこの鉄道の所有しうる炭田の量は2000エ

rカーに増え，これは「炭田を所有し，石炭を採掘し，購入し，，輸送し，販

　　ゆ
売する」特別の権限を与えられたガまた60年代に入ってナンティコークi’コ

ー ル竺アソド芦アイ諺ン会社が同様の権限をペンシル望ヂ≒ア州議会から与

妨れ・その後もストイベ担一ル会準灘鍋し躍戯跡・濠

にはそれも，1870年にデラウェア・ラカワナ・アン下ふウstw’ツ鉄道に合’

併され，ラカワナ鉄道はかかる統合政策の結果，1870年末までに約11万熔000

；一カーの炭田を所有するに至った。その路線も54年にニューヨ…ク・ペン

シルヴァニア州境とデラウsア河を結んだが，56年にはニュージャージー州

のセγ小ラル鉄道に．よって太平洋への出口を見出し，68年にはモリス・アン

ド・・エゼヅクス運河の賃借によってホボケシへの出口を獲得し㌃翌年にはオ

ス’ ウ，E，ゴ・アンド1・シラキューズ鉄道を賃借して五湖地方べ¢油白を獲得す

るなど大拡張を遂げた6　　　・’．1．t：　　　　『　　　，：’、　　・’”）’：1．．一　’：

、’ また1855年にウイルクス・バニルからデラウェア河のフUg”リプス＞iミニグへ

積み出しを始めたリt：L’2・イ・ヴァリー鉄道会社も，64年に：ピニザプし5メ雫

ウ・レ4・ivp・－rド・アンド・コ‘ル会社｝を，68年恒ほパズル’ト・シ鉄遣会社を

獲得い⑳障臨≡ガ酬槌銅様幽瞬難鍍：準察
働願騨慾磐瞬騰恒淑罎嫉癖樽÷鱒鱒瀕・
支配を完成する〉そ四他弦逼◎銑道も裁轟重鎌鍵老伺様に表西洋壼蓋湖地方馳
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への出口を獲得しだδtyイオミシゾやり⊆パイ地域ではその他にペンシルヴ

ァニア鉄道，セソトラル鉄道，イリー鉄道などが石炭の採鉱と運搬を始め，

それらは既述のもののような権限を持っていなかったが，大体1866～73年の

聞に炭鉱会社に対する支配を確立し，一般に広汎な権限を獲得したピこのよ

うに，ワイオミングおよびリーハイ地域では，大体州法令の下に7⑨年代初期

までに炭田の大部分は鉄道および運河会社の支配下に入った。

　一方，シュキルキル運河は従来石炭産業とは直接の関係を持たず，採鉱上

の特権も持つていなかった6また30年代から発達したヲ：イラデルヲ1イプ。ア

ンド・リ；一’デ1；tング鉄道も，約80年間運送あ枝事あ渡にだ竣さお誇詫♂ξれ

ぱシ注ノレキル地訪の経麟達め性質と頗度顧1るど詩猷きがらたわけ

であるカミ，り膏ディング鉄道は一自らがそのような権利を持つことができなか

ったたあ，他の諸鉄道がそのような権限を持つことに強く反対し，そのため

全地域の採鉱と運搬は独立して行われたが，上述のようなシュキルキル地方

の石炭業の衰退とともに事態は急速に変化し，69年ゴーウェンが’リーディン

グ鉄道社長になるとともに，当鉄道会社の政策は急転回を遂げた。

　すでに50年代末から，上述のようなシュキルキル地域の複雑な情勢の中

で，当時の流行でもあった鉄道の噸占“に対する反対の風潮の中で，リ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
デaング鉄道は新聞，議会などで激しい攻撃の対象となっていた。一方，リ

ー ディング鉄道は当時漸く技術的革新によつて大量運搬と長距離輸送が可能

となち激烈な勢力範囲の競争を始めていた石炭蓮搬大鉄道の一つとして，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
前述のリーハイ地区，ワイオミング地区の諸鉄道と競争しなげればならず，

その際シュキルキル地方が衰退しつつある状勢は，リーディング鉄道を切端

づまった位置に追いつめていrtgo、すなわち，一それは一面ではシュキルキル地

方璽石炭運輸量を増すた軌その地方の業者を不充分な方法ながら援助さえ

友轟と袈ヵ撃壁硬抵擁惑煎湾の状勢の中で労働問題が悪化するなど

⑳現象蛭れも実を結ば尤註熱渠試㌣ウ・エ※の言に浜れば逆の競争渚た

　　　　　　　カ
養露鍾動瞑講複苦ぷ全炭田置収政策へ乗り砒したのであb捷dl．□ぷ≡一・
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1㍉詰び・だ民二：えぞパ

：序文に紗て述託ように横は重要と思われる研勉締の形舗問

題をピック・アブしたが，1 特定の問題に焦点をしぼる以前の段階であり，ま

勧そミィ地域；・イナ・／醐助鶏や麟資本，産業資本の酪も・

のち頑る垣峡し讃レぐ躍観法・・状涯ので縞紬ぽ鵬

不可能である・従ら嘩と興・問駄；今獅究の麺蹴芦

4こ止めたい。

．序支で上げた安武氏∂論文は，当時のペンシルヴァニァ州の国内開発を，

基底における産業資本b発達の上に立つ商業資本の指導下になされたとし，．

嚇蜘？鞭難鯉人酬性格興鎚’渾河州有論を
職蹟類本め黙とばば合いの中で搬聾㌘㌣叉迦ヴだ
ア翻織あ背後の政治的・経済的背懸鴫ヒ醐・騨的ぽ難
本の代表どしてシ・⇔キル獅嚥猷業者を取り上げ・めち励ッ『－tii．・r－

7SEル化運動の代表として鉄道の自由化を挙げられている。こQ論文の中

心は◇ジルダてニア蓮河弛ぐる反独占・州有継あり・鯉雌業につ’

いてめ鼓述ほ少ないので，その扱う領域の点でも本稿とはかなり相違がある

が，一 産業資本対商業資本の対抗の中で当時の政治的，経済的発展を捕えよう

とする点では論者も同じ態度であり，その中での国内改良の扱い方にも種々

の点で共感を覚える。・（この点はアメリヵ経済史学会の人k6各方面の’7メリカ産業

革命姥関する諸研究や楠撤明氏，’前掲書に対七ても同様である。とくにピッツバー

グ周辺の蛭圭業については永田啓恭氏の；一’連の研究があるカ㍉　これについては後にaj・’

べるような意象で，吟後の研究においLt重要な関連が生じるものと考えでいる。）

　そみボうな意味では，本稿で取り上げた研究者だちば何れもそのような立．

場にな・・鰺湊し嬢勤興至鱒璽繍郵騨蒔擁鎮堅・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ft＾
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破配下に入らず楊嘩’堅哀匂騨繰件の下で群生したシ・キ
ルキル地方の小規模な産業資本的無煙炭生産者群が，運河と結びついた他地

域の商業資本勢力と対抗，競争して3，40年代に繁栄し，この時期の無煙炭

生産の中心としての役割を果すが，その土地が主として外部商業資本の手中．

にあったため，地代の形でその利潤を吸い取られ，優位を保持すQための技

術的発展を展開し得ず；また鉄道の発達による運搬Q容易化，需要石炭の種

類の変化などの条件のもとで，他の地域との競争に敗れて行く姿をよく．現わ．

している。しかし，イアリーの場合も必ずしもわれわれのような立場にない

坤それらの輪蹴埜と□慾套業看鱒覧嚥∪触数パ

≧欝謙騨卿まつカ1蝉騨不在のものの系

　とにかく，全体的傾向として，当時の産業資本勢力も商業資本勢力もはな．

はだ過渡的な状態にあった。商業資本勢力は，その全国的な運河，鉄道への

進出に見ら描やに・今醜業資本醗達嘩存する（あるいは利肘る），

態度を濃厚にし，産業資本の勢力はまだ確立するに至らず，シュキルキル地

方の無煙炭業者の如く，その競争に敗れるものもある。しかし，全国的規模．

の産業資本化は進行し，、この場合，綿工業，鉄工業，機械工業，それらに伴

なう都市の拡大を主軸とする石炭の需要は増大し，それを受けとめる勢力は

必ずしも産業資本的なものだけではなく，石炭産業ではむしろ商業資本的勢

力が優勢のように見える。．Lかし，他の地域，．他の部門における産業資本の．

確立と関連して考える場合ちシュヤルキル地方の産業資本群の存在は大きな’，

意味を持つと言わなければならない。そして両者の対抗の中で石炭産業の近

代化も進行するのであるが，ttこの実態を把握することはほなはだ困難のよう．

である。まず，、全体的に南北戦争前の石炭産業は交通の影響を決定的に受け

ている。南北戦争続鉄道韻が完威してからもピ他産業に比べてその影響は

現象的綻撚戚ぽじ嚇0㍉泣競覧給ぱ≒塗業内部融扮業体制がかな二り確

立ξじ恋駆籔庄思わ燕る蕊：口戦争前蹟交通業罐燈手鰭惹のまま土地を獲得

’
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1厭究え尊目．べ勢ジガヴァ三ワ初期め石炭産業ど麺　　19さ

し，、採鉱を支配礒：総亮威潤係は離ぢ難く結びつい顧洛℃1ジピギルギル

地方の産業資本家群の場合ぱ，一このうち採鉱め分野だけで活躍したにすぎな

い。このよう’に，商業資本的勢力と産業資本的勢力O＊・・一企業の内部において

も錯綜している。’だから大会社と小企業とか，株式会社と個人企業の区別だ

けで両者の区別はなし得ず，反独占といった政治的運動，一般的風潮にいた

在では，単に一つの傾向としてしか把握しょうがない面がある。たとえばへ

裟リ’・一・ケァリーのような当時の著名な経済学者（その理論については最近宮

野啓二氏「耳・C・ケア，り　一、の保護貿易論一「アメーリカ体制」の研究≒立正大学．『経

済学季報』第19巻第1．2，4号が詳細に論じられている。）がir業者として存在す

るカミ，、かれが果した役割を考える場合，その経済的立場とその経済観，・その

政治的産場はそれぞれ別の基準で説明、されなければならないだろう。このよ

褒に」㎜ぽ，この領域の商業資本と産業資本の対立の意味を把握すること

ぱ石炭部門以外の各種の問題をぶまえだがなりの研究を必要とすると思わ

れるo　l㌧’tt　　　　　　，∵　いt　・t

　しかし，f　・反独占の場合も，商業資本が州権ガを通じて交通→炭田所有→経

営へと浸透するのを防禦ずる段階以降に入う’てがちはその役割はかなり明白

であり，そのような体制下で，たとえば鉄道会社が互いに索制し合っで採鉱

には立ち入れない情勢カミ生れる点などは交通史の観点からも重要な意味があ

ると思われる。　‘∵　、　 　　tt　　 ：∴J．：．一∵　づ　∵

　また鉄工業の立場から見れば∫木炭から無煙炭）’さらに渥青炭への移り変

りが，産業資本の成立と慾のように関わづ宅いるかの問題がある6これは，

テミンが指摘するようにのちの渥青炭時代が，ピッツバーグ周辺の鉄工業の

成熟，鉄道による東西ペンシルヴァニアの結びつき，さらに西部への経済の

、進展を条件としたとすれげ，50年代以降は無煙炭地域は取り残された地域と

しての性格を持ち始めるのであり，産業資本間の地域的競争の聞題も登場す

る・す紡ち・ピ・ツ・ミーグ周辺のtz　一　）v生髄含蹟工業涜坑業の醐

とともに，ペンシルヴァニ7州東部でも鉄工桑が鉄道の発達と結びついて拡
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大して行く面は，たとえばラカワナ鉄道などの場合顕著に見られ，（cl．　Robert

J．Casey　and　W．　A．　S．　Douglass，　The　Laekawanna　Story，　T㎏F元rs¢Hundred　Years

of　the　Delaxvare，　Lackazvanna　and　Western・RαilrOad．1951）このような事情が，

歴青炭に主位を奪われ始めながらも，無煙炭地域が存続し続けることの理由

の大きな一部であろう。

　このように50年代以降は鉄工業一石炭産業一鉄道の関係が東西ペンシ

ルヴァニアを通じて種々の関わりを持ってくるようで，それ自体とくに産業

革命の確立の観点から一つの大問題であるが，たとえばそれが鉄道の自由化

とどのような関連を持っているかなどの問題に興味が持たれる。その点，リ

ー ディング鉄道を始めペンシルヴァニア地域の鉄道について論者はまだ整理

し得ていない。鉄道投資はとくに50年代以降は種々の階層からなされ，資本

市場の拡大とともに量的に拡大していくが，やはりその経営を握る階層があ

り，その面や経営の方法から鉄道自体の近代化が明らかにされなければなら

ない。60年代末から70年代にかけての無煙炭地域の大鉄道組織の形成とそれ

による炭田および炭坑業の支配についても，今の所その現象面を知り得るに

すぎない。ただ，この時期には鉄道会社間の競争関係が重要な要素となるよ

うである。

　以上のように，未知の問題があまりにも多過ぎるが，個々の問題を見る場

合にも，総体の動きを把握しなければその位置づけはどうしてもできないの

であり，また個々の問題が明らかにならなければ，総体の動きは論じること

ができない。一歩一歩これらを解明できることを期待して筆を置く。
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